
　マイスターが体験教室を通じて、子どもたちにも
のづくりの魅力を伝えます。
　応募は随時受け付けており
ますので、お気軽にお問い合
わせください。

ものづくり体験教室を
ご活用ください！

【畳  職 種】ミニ畳づくり　　　   【板金職種】銅板レリーフづくり
【表具職種】からくり蝶番づくり　【塗装職種】木製製品塗装体験

過去の実施例

小中学校の先生、教育委員会担当者の皆様へ 無料
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この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ「ライスインキ」で印刷し、
印刷用の紙へリサイクルできます。

P-Z10064
この印刷製品は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。 本冊子は10,000部作成し1部あたりの単価は309円です。
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編集＝ハリウ コミュニケーションズ株式会社
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広告

お問い合わせ・申込みは

オガーレ ACEはウェブサイトでも
ご覧いただけます

次号予告 オガーレ ACE Vol.7は､2015年12月10日発行予定です。

ものづくりマイスター制度

こんなことでお困りではありませんか？

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業

若者のものづくり離れ、技術離れが見られる中、技能労働者の地位の向上を図り、若者が進んで技能者を目指す環境を
整備するために、高度な技能を持つ「ものづくりマイスター」を派遣する制度。企業・業界団体、教育現場の声を

採り入れながら、広く若年技能者への技能・技術指導を行います。

ものづくりマイスター
制度の仕組み

宮城県
技能振興コーナー

●企業等の若年労働者
●業界団体の若年労働者
●教育訓練機関の生徒

●若年技能者の人材育成に
  係る相談・援助
●ものづくりマイスターの
  派遣コーディネート

ものづくり
マイスター

ものづくり
マイスター
データベース

学びの環境づくりから未来の人材育成へ

若年技能者の人材育成・技能継承をお考えの事業主・教育機関等の皆様へ

実技指導

認
定
・
登
録相

談

派遣依

頼

若い社員のスキルアップを図る
講習会を実施したい 社長

企業で…

就職に役立つ資格取得のため生徒に
実技経験を積ませたい先生

学校で…

まずは、宮城県技能振興コーナーまで
お問い合わせください。

申請用紙をお送りします。

Q 高校の授業内での指導は可能ですか？
A 可能です。まずは、お問い合わせください。

Q 謝金や材料費など事業にかかる費用は、自己負担
なのですか？

A マイスターの謝金と材料費はこちらで負担いたします。ただし、
材料費は受講者一人当たり 1 回 2,160 円（消費税込）が上限とな
ります。

※ご不明な点は宮城県技能振興コーナーにお尋ねください。

TEL 022-727-5380　FAX 022-727-5381

よくあるご質問

2015.9 06　Vol.

        仕事図鑑

建設業界

みやぎのあられ株式会社

石田 亮平さん

宮城インテリアコーディネーター倶楽部 

関口 和美さん
東北文化学園専門学校

増田 学身さん

仕事図鑑
ものづくりにかける4人

宮城インテリアコーディネーター倶楽部 

こんな人材が欲しい
こんな人材を育てている

みやぎのあられ株式会社
あすを拓く

特集

みやぎのあられ株式会社

石田 亮平さん

みやぎのあられ株式会社
い し  だ 　 りょう へ い

東北文化学園専門学校

増田 学身さん
ま す だ  ま な  み

宮城インテリアコーディネーター倶楽部 

関口 和美さん

宮城インテリアコーディネーター倶楽部 
せ き ぐ ち  か ず  み

技の肖像
織元 千葉孝機業場

若柳地織

住まいづくりを
支える仕事

住まいづくりを
特集・業界の勉強

織元 千葉孝機業場

若柳地織
じ 　おり
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増田 学身さん

東北文化学園専門学校

関口 和美さん

宮城インテリアコーディネーター倶楽部

オガーレ

　建
設
業
へ
の
女
性
の
進
出
を
推
進
す
る
た
め
国
土
交
通
省
は
、

2
0
1
4
年
に
「
も
っ
と
女
性
が
活
躍
で
き
る
建
設
業
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
建
設
業
で
働
く
女
性
「
建
設
女
子
」
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
建
設
業
界
で
は
、
女
性
に
と
っ
て
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
女
性

技
術
者
・
技
能
者
の
就
職
・
定
着
支
援
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に

向
け
た
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
県
内
に
は
宮
城
県
建
築
士
会
女
性
部
会
が
あ
り
、
建
築

士
と
し
て
の
意
欲
を
高
め
な
が
ら
女
性
建
築
士
同
士
の
親
睦
を
図

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　今
回
の
仕
事
図
鑑
で
は
、
県
内
の
建
設
業
界
で
活
躍
す
る
女
性

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
仕
事
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

若柳地織
織元 千葉孝機業場
技の肖像

15

ものづくりにかける４人

特集・仕事図鑑

こんな人材が欲しい
こんな人材を育てている

17

住まいづくりを
支える仕事

特集・業界の勉強

営業
錦エステート株式会社

菅野 結さん

［CASE.1］

二級建築士
那須建設株式会社 仙台支店

大津 由華さん

［CASE.2］

エクステリアプランナー
株式会社グリーンケア

鈴木 照美さん

［CASE.3］

１級左官技能士
クレア工業株式会社

草彅 千尋さん

［CASE.4］

私
た
ち
の
生
活
空
間
と
街
を
つ
く
る

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
人
が
働
い
て
い
ま
す
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石田 亮平さん

みやぎのあられ株式会社
あすを拓く  19
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建
設
業
界
っ
て
、

ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？

ものづくり産業広報誌
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！

建設業界

お  お   つ 　   ゆ 　 か

か  ん  の 　  ゆ い

く さ な ぎ 　  ち    ひ ろ    

ま す  だ 　 ま な  み

せ き ぐ ち 　 か ず  み

す  ず  き 　  て る  み

　私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
街
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
学
校
、
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
な
ど
が
建
ち
並
び
、
そ
こ
に
行
く
た
め
の
道
路
や
鉄
道
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
に
帰
り
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
電
気

が
つ
き
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
て
き
ま
す
。

　建
設
業
は
、
こ
う
し
た
私
た
ち
が
普
段
当
た
り
前
に
感
じ
て
い
る

環
境
を
作
る
仕
事
で
す
。
建
設
工
事
を
行
う
上
で
の
規
定
な
ど
が
定

め
ら
れ
て
い
る
建
設
業
法
で
は
、
下
の
表
で
示
す
28
業
種
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
道
路
・
鉄
道
・
ダ
ム
な
ど
を
作
る
土
木
工
事
業
、
ビ
ル

や
住
宅
な
ど
を
作
る
建
築
工
事
業
の
ほ
か
、
前
号
で
取
り
上
げ
た
設

備
工
事
に
関
連
す
る
業
種
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
以
降
、
建
設
業
界
は
被

災
地
の
復
興
事
業
や
防
災
対
策
の
担
い
手
と
し
て
、
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　金
づ
ち
を
持
っ
て
家
を
作
る
大
工
さ
ん
や
、
土
砂
や
セ
メ
ン
ト

が
入
っ
た
袋
を
担
い
で
建
設
現
場
で
働
く
作
業
員
。建
設
業
の
仕

事
と
言
え
ば
、「
力
仕
事
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、実
際

の
仕
事
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　建
設
作
業
を
直
接
行
う
人
た
ち
の
ほ
か
に
、
材
料
や
重
機
の
調

達
や
建
設
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
・
監
督
を
行
う
人
、
建
物

の
設
計
図
を
描
く
設
計
士
が
い
ま
す
。そ
し
て
、
建
築
物
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
新
し
い
建
設
技
術
を
開
発
す
る
研
究
者
と
い
う
よ
う
に
、

建
設
業
は
た
く
さ
ん
の
人
が
協
力
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　体
力
勝
負
の
現
場
の
仕
事
か
ら
、工
学
、デ
ザ
イ
ン
の
分
野
に
至

る
ま
で
、
建
築
業
界
に
は
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
幅
広
い
活
躍
の
場

が
あ
り
ま
す
。

板金工事業
ガラス工事業
塗装工事業
防水工事業
内装仕上工事業
機械器具設置工事業
熱絶縁工事業
電気通信工事業
造園工事業
さく井工事業※3

建具工事業
水道施設工事業
消防施設工事業
清掃施設工事業

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

土木工事業
建築工事業
大工工事業
左官工事業
とび・土工工事業※1

石工事業
屋根工事業
電気工事業
管工事業
タイル・れんが・
ブロツク工事業
鋼構造物工事業
鉄筋工事業
ほ装工事業
しゆんせつ工事業※2

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

①建設業界を挙げて女性の更なる活躍を歓迎
②業界団体や企業による数値目標の設定や、自主的な行動指針

などの策定
③教育現場 ( 小･中･高･大学など ) と連携した建設業の魅力や

やりがいの発信
④トイレや更衣室の設置など、女性も働きやすい現場をハード

面で整備
⑤長時間労働の縮減や計画的な休暇取得など、女性も働きやす

い現場をソフト面で整備
⑥仕事と家庭の両立のための制度を積極的に導入･活用
⑦女性を登用するモデル工事の実施や、女性を主体とするチー

ムによる施工の好事例の創出や情報発信
⑧女性も活用しやすい教育訓練の充実や、活躍する女性の表彰
⑨総合的なポータルサイトにより情報を一元的に発信
⑩女性の活躍を支える地域ネットワークの活動を支援

※１　足場の組み立てやコンクリート工作物の築造工事など
　　  基礎的・準備的な工事を広く行う
※２　河川、港湾などの水底の土砂をさらう工事を行う
※３　井戸や温泉などの掘削工事を行う

参考 : 建設業法別表第一

建設工事業一覧

―女性技術者・技能者の５年以内の倍増を目指す―

もっと女性が活躍できる建設業行動計画

土
木
工
事
だ
け
じ
ゃ
な
い

多
彩
な
28
業
種

「
建
設
女
子
」
を
国
も
後
押
し

広
が
る
建
設
業
の
可
能
性

自
分
の
特
技
を
生
か
し
て

活
躍
で
き
る
分
野
が
た
く
さ
ん
！

い し 　 だ 　  りょう へ い

平成 26 年 8 月 国土交通省・建設業５団体策定

じ   お り
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イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、実
際

の
仕
事
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　建
設
作
業
を
直
接
行
う
人
た
ち
の
ほ
か
に
、
材
料
や
重
機
の
調

達
や
建
設
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
・
監
督
を
行
う
人
、
建
物

の
設
計
図
を
描
く
設
計
士
が
い
ま
す
。そ
し
て
、
建
築
物
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
新
し
い
建
設
技
術
を
開
発
す
る
研
究
者
と
い
う
よ
う
に
、

建
設
業
は
た
く
さ
ん
の
人
が
協
力
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　体
力
勝
負
の
現
場
の
仕
事
か
ら
、工
学
、デ
ザ
イ
ン
の
分
野
に
至

る
ま
で
、
建
築
業
界
に
は
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
幅
広
い
活
躍
の
場

が
あ
り
ま
す
。

板金工事業
ガラス工事業
塗装工事業
防水工事業
内装仕上工事業
機械器具設置工事業
熱絶縁工事業
電気通信工事業
造園工事業
さく井工事業※3

建具工事業
水道施設工事業
消防施設工事業
清掃施設工事業

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

土木工事業
建築工事業
大工工事業
左官工事業
とび・土工工事業※1

石工事業
屋根工事業
電気工事業
管工事業
タイル・れんが・
ブロツク工事業
鋼構造物工事業
鉄筋工事業
ほ装工事業
しゆんせつ工事業※2

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

①建設業界を挙げて女性の更なる活躍を歓迎
②業界団体や企業による数値目標の設定や、自主的な行動指針

などの策定
③教育現場 ( 小･中･高･大学など ) と連携した建設業の魅力や

やりがいの発信
④トイレや更衣室の設置など、女性も働きやすい現場をハード

面で整備
⑤長時間労働の縮減や計画的な休暇取得など、女性も働きやす

い現場をソフト面で整備
⑥仕事と家庭の両立のための制度を積極的に導入･活用
⑦女性を登用するモデル工事の実施や、女性を主体とするチー

ムによる施工の好事例の創出や情報発信
⑧女性も活用しやすい教育訓練の充実や、活躍する女性の表彰
⑨総合的なポータルサイトにより情報を一元的に発信
⑩女性の活躍を支える地域ネットワークの活動を支援

※１　足場の組み立てやコンクリート工作物の築造工事など
　　  基礎的・準備的な工事を広く行う
※２　河川、港湾などの水底の土砂をさらう工事を行う
※３　井戸や温泉などの掘削工事を行う

参考 : 建設業法別表第一

建設工事業一覧

―女性技術者・技能者の５年以内の倍増を目指す―

もっと女性が活躍できる建設業行動計画

土
木
工
事
だ
け
じ
ゃ
な
い

多
彩
な
28
業
種

「
建
設
女
子
」
を
国
も
後
押
し

広
が
る
建
設
業
の
可
能
性

自
分
の
特
技
を
生
か
し
て

活
躍
で
き
る
分
野
が
た
く
さ
ん
！

い し 　 だ 　  りょう へ い

平成 26 年 8 月 国土交通省・建設業５団体策定

じ   お り
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て
い
る
と
知
っ
て
、
こ
こ
で
働
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
」。
菅
野
さ
ん
が
錦
エ
ス
テ
ー
ト
の
就
職

試
験
を
受
け
る
と
聞
い
て
、
父
親
も
「
い
い
じ
ゃ

な
い
か
」
と
す
す
め
て
く
れ
た
。「
面
接
を
受
け

る
時
も
、
応
援
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
振
り
返
る
。

　
菅
野
さ
ん
は
、
入
社
1
年
目
で
宅
地
建
物
取
引

士
の
資
格
を
取
得
。
3
年
目
と
な
る
現
在
は
、
先

輩
社
員
と
同
じ
よ
う
に
ひ
と
り
で
販
売
業
務
を

行
っ
て
い
る
。

　「
販
売
業
務
に
必
須
と
な
る
宅
地
建
物
取
引
士
。

試
験
に
民
法
が
出
る
の
で
す
が
、
大
学
時
代
に
法

学
部
だ
っ
た
こ
と
が
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
」

　
菅
野
さ
ん
は
、
設
備
や
仕
様
な
ど
に
つ
い
て
説

明
。
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
、
お
客
様
の
住
ま
い
選

び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。「
お
客
様
よ
り
私
の
方
が
年

下
な
の
で
、
気
軽
に
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
会

話
の
中
か
ら
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
、
住
ま
い

に
対
す
る
ご
要
望
な
ど
を
聞
き
逃
さ
な
い
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
」。
こ
う
し
て
菅
野
さ
ん
は
、
現
在

ま
で
に
6
件
の
成
約
を
実
現
さ
せ
た
。

　「
あ
る
時
、
父
親
に
『
ど
う
や
っ
て
販
売
し
て

る
の
？
』
と
聞
い
て
み
た
ん
で
す
。
す
る
と
、
父

親
の
会
社
と
は
や
り
方
が
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
」。
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
家
の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド
を
も
と
に
営
業
す
る
の

所 在 地

取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 領 域

企業情報

錦エステート株式会社
／仙台市青葉区錦ケ丘 7-1-3
   TEL　022-392-6311
　FAX　022-392-6545
　https://www.nishiki-estate.co.jp/
／嶋田 哲夫
／1億円（授権資本 4億円）
／ 2001 年
／ 24 人（2014 年 11 月現在）
／（1）不動産鑑定・管理・売買・仲介並びに貸家・貸ビル・駐

車場の経営業務及び宅地造成販売業務（2）土木建設及び
建築並びに造園工事の設計施工及び請負業務（3）測量一
般及び地質調査業務（4）土木建設器械・建設資材・厨房器
具及び家具類等の販売業務（5）損害保険代理業務及び自
動車損害賠償保障法による保険代理業務（6）太陽光・風力
等自然エネルギーを利用した発電業務及び電力の販売業務

モデルハウスでの商談。間取り、設備、仕様、建材、イン
テリア、ローンの返済計画など、さまざまな観点からの提
案で、希望にあう住まいづくりをすすめている
ハートヒルズ錦ケ丘とその周辺の空撮。タウン内・外には、
商業施設や教育施設がそろっている。本格人工芝のサッ
カーグラウンドと野球場があるアディダススポーツパークな
ど、親子で楽しめるスポットもある
住空間や設備仕様についてお客さんの目線で説明する菅野
さん。模型なども使いきめ細かく提案する
衣料・雑貨、飲食店など多彩な店舗がそろう大型商業施設
錦ケ丘ヒルサイドモール。雨天時でも遊べる巨大屋内遊園
地 Kid's US.LAND などもあり、子育て家族にも人気だ。今
年 7 月には、水族館アクアテラス錦ケ丘もオープンして話
題を呼んでいる
タウン内には警備員が 24 時間 365日体制で常駐。パトロー
ルカーが街を巡回しているため安心だ

3

2

1

2

3

4

5
5

子
育
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
…

女
性
の
視
点
に
立
っ
て
街
の
機
能
を
提
案

4
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　「
ハ
ー
ト
ヒ
ル
ズ
錦
ケ
丘
（
以
下
錦
ケ
丘
）」
は
、

仙
台
市
西
部
の
蕃ば
ん
ざ
ん山
丘
陵
北
側
に
造
成
さ
れ
た
住

宅
地
で
あ
る
。
仙
台
市
中
心
部
よ
り
車
で
西
へ
約

15
分
、
利
便
性
や
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
良
さ

で
、
特
に
子
育
て
世
代
に
人
気
。
タ
ウ
ン
内
に
あ

る
仙
台
市
天
文
台
や
錦
ケ
丘
ヒ
ル
サ
イ
ド
モ
ー
ル

に
は
、
他
地
域
か
ら
も
子
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

が
集
い
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　
錦
ケ
丘
の
開
発
を
進
め
る
錦
エ
ス
テ
ー
ト
は
、

こ
の
地
域
を
住
宅
地
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
学

校
や
商
業
施
設
、
医
療
機
関
な
ど
の
機
能
も
備
え

た
「
街
」
と
し
て
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
だ
。

　「
私
た
ち
社
員
は
、
家
を
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、

街
を
販
売
し
て
い
る
と
い
う
意
識
を
常
に
持
っ
て
い

る
ん
で
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
同
社
の
販
売
セ
ン

タ
ー
や
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
お
客
様
の
対
応
を
し
て

い
る
菅
野
結
さ
ん
。
現
在
唯
一
の
女
性
営
業
担
当

者
だ
。

　
父
親
が
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
営
業
を
し
て

い
た
と
い
う
菅
野
さ
ん
は
、「
そ
の
影
響
で
無
意
識

の
う
ち
に
家
づ
く
り
関
係
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
話
す
。「
就
職
活
動
の

際
に
『
街
づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事
を
し
よ
う
』
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
会
社
が
錦
ケ
丘
で
計
画

的
な
街
づ
く
り
を
行
い
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

家族の住まいと暮らす街の機能を提案する
営業 

菅
か ん

野
の

 結
ゆ い

さん（25 歳）
錦エステート株式会社（仙台市）

1

C A S E   

01仕事
図鑑

「
こ
の
人
な
ら
安
心
」
と
信
頼
し
て
い
た
だ
く

暮
ら
す
人
の
視
点
に
立
っ
た
お
手
伝
い

家
を
販
売
す
る
の
で
は
な
く

「
街
」
を
販
売
し
て
い
る
錦
エ
ス
テ
ー
ト

「
街
づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」

そ
の
思
い
と
合
致
し
た
錦
ケ
丘
の
タ
ウ
ン
開
発
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営
業
経
験
は
ま
だ
3
年
で
す
が
、
先
輩

か
ら
は
「
何
事
も
ま
ず
は
自
分
で
考
え
て

み
よ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
自
分
で

こ
う
し
た
い
」
と
意
志
を
示
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
し
っ
か
り
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く

れ
ま
す
。
学
生
時
代
か
ら
自
分
で
考
え
る

訓
練
を
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

　
住
ま
い
の
提
案
は
建
物
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
提
案
も
含

ま
れ
る
の
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
勉
強

を
し
て
お
く
と
営
業
の
仕
方
が
広
が
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
、
社
会
に

出
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
役
に
立
つ

の
で
、
積
極
的
に
経
験
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
私
の
場
合
、
接
客
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
た
の
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
・
と
っ
さ
の
対
応
力
な
ど
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お客様には家だけではなく、街並みを見ていただくことをポイントに
している。緑豊かな環境とタウン内にある施設に至るまで、錦ケ丘
の魅力を歩きながら伝える

販売センターなどでお客様との商談。どれだけ親身にお
客様からの目線で提案できるかがポイント

錦ケ丘の街づくりとともに積み重ねられた提案の数 。々営業としてさ
まざまなノウハウを身に付けたいという菅野さん

インテリアのチェックもきめ細かく実施。
女性ならではの気遣いがお客様からの
信頼につながる

デザインソフトである「イラストレーター」の操作も入社後
に習得。何でも自分でやるという姿勢が大切

お客様への提案に向け上司と打ち合わせ。その他、随
時開催される研修などで家づくりのことをしっかり勉強

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

9:30

文
書
の
整
理
な
ど

営
業
に
と
っ
て
請
求
書
・
納
品
書
な
ど
の
整
理
も
大
切
な

仕
事
。
日
々
の
営
業
活
動
の
中
で
発
生
し
た
資
料
を
効
率

良
く
整
理
す
る

9:00

朝
礼

毎
日
行
い
、営
業
部
内
で
の
情
報
を
共
有
す
る
。
月
1
回
は
、

タ
ウ
ン
内
の
商
業
施
設
な
ど
グ
ル
ー
プ
会
社
も
加
わ
り
、

企
画
や
展
開
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
る

8:55

出
社

13:00

販
売
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
接
客

最
初
の
訪
問
か
ら
契
約
ま
で
、
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
何

回
も
行
う
。一
生
に
一
度
の
大
き
な
買
い
物
な
の
で
誠
意
を

込
め
て
提
案
す
る

15:00

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
接
客

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
充
実
し
た
設
備
・
仕
様
を
体
感
し
て

も
ら
う
。
お
客
様
が
気
軽
に
質
問
で
き
る
雰
囲
気
を
作

る
こ
と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

17:55

退
社

仕
事
の
状
況
に
よ
っ
て
、
多
少
退
社
時
間
が
遅
く
な
る
こ

と
も
あ
る

16:00

街
並
み
の
紹
介

錦
ケ
丘
の
魅
力
で
あ
る
街
の
広
が
り
を
体
感
し
て
も
ら
う

た
め
に
タ
ウ
ン
内
を
案
内
。
中
央
公
園
の
桜
や
、
水
族
館
、

天
文
台
な
ど
、
街
の
施
設
を
自
分
の
言
葉
で
紹
介

10:00

チ
ラ
シ
作
成

お
す
す
め
の
物
件
の
チ
ラ
シ
を
自
分
た
ち
で
作
成
。
自
ら

の
目
で
感
じ
取
っ
た
街
の
魅
力
・
住
ま
い
の
魅
力
を
カ
タ

チ
に
し
て
お
客
様
に
届
け
る

11:00

上
司
と
打
ち
合
わ
せ

担
当
す
る
お
客
様
へ
の
提
案
内
容
を
上
司
と
相
談
。
壁
紙
・

カ
ー
テ
ン
・
家
具
・
照
明
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
提
案

す
る
内
容
を
確
認
す
る

12:00

昼
食

菅
野 

結
さ
ん
の

 

あ
る
1
日
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に
対
し
、
住
ま
い
は
も
ち
ろ
ん
街
の
魅
力
を
伝
え

て
い
く
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
い
る
錦
ケ
丘
の

場
合
は
、
提
案
や
営
業
ス
タ
イ
ル
も
必
然
的
に
変

わ
っ
て
く
る
の
だ
と
い
う
。

　「
お
母
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、
子
育
て
環
境
は
住

ま
い
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
。
今
年
4
月
に
錦
ケ
丘
小
学

校
が
開
校
し
て
お
り
、
2
0
1
9
年
4
月
に
は
中

学
校
も
で
き
ま
す
。
新
た
な
保
育
園
も
開
所
す
る

な
ど
、
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
」。
さ
ら
に
、
常
駐
の
警
備
員
が
24
時
間

3
6
5
日
体
制
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
、
災
害
や
事

故
に
対
応
。
ま
た
、
住
戸
内
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
を
使
っ
て
、
火
災
感
知
器
･
戸
締
ま
り
警

報
器
を
集
中
監
視
し
て
い
る
。

　「
お
客
様
に
新
し
い
暮
ら
し
へ
の
夢
を
膨
ら
ま

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
は
安
心

な
住
ま
い
と
街
を
し
っ
か
り
ご
案
内
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
菅
野
さ
ん
。
子
育
て
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
女
性
が
関
心

を
寄
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
性
の
視
点
に

立
ち
丁
寧
に
提
案
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
と

い
う
。

　
錦
エ
ス
テ
ー
ト
の
住
ま
い
づ
く
り
や
街
づ
く

り
の
特
徴
は
、
作
る
人
・
売
る
人
と
住
む
人
の

距
離
が
近
い
こ
と
。「
住
宅
祭
で
の
お
客
様
や
住

民
の
方
か
ら
の
声
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
に
来
場
し

た
お
客
様
か
ら
の
意
見
を
す
ぐ
に
次
の
建
売
住

宅
に
生
か
せ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
錦
ケ
丘
に

は
実
際
に
住
ん
で
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、
そ

の
人
た
ち
の
考
え
も
設
計
に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
菅
野
さ
ん
は
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、
錦

エ
ス
テ
ー
ト
は
、
自
治
会
と
の
定
例
会
議
な
ど

で
、
街
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
や
進し
ん

捗
ち
ょ
く

状
況
を

話
す
一
方
、
住
民
の
要
望
を
直
に
聞
く
機
会
を

常
に
設
け
て
い
る
と
い
う
。

　「
み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
、

プ
ラ
ン
や
設
備
仕
様
を
考
え
、
お
客
様
に
提
案

し
て
い
ま
す
。
建
売
住
宅
も
注
文
住
宅
も
土
地

の
形
状
や
広
さ
、
環
境
を
加
味
し
て
一
か
ら
図

面
を
描
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
が
錦
ケ
丘
を
知

り
尽
く
し
た
弊
社
の
強
み
で
す
」

　
営
業
は
家
を
販
売
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

住
ん
で
い
た
だ
い
て
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
が
と
て

も
大
切
だ
と
先
輩
社
員
か
ら
教
え
ら
れ
た
と
い

う
菅
野
さ
ん
。「
担
当
し
た
お
客
様
が
街
の
住
民
と

な
っ
て
、
い
き
い
き
過
ご
さ
れ
て
い
る
様
子
を
見
た

時
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
契
約
し
て
い
た

だ
い
た
お
客
様
と
は
家
族
の
よ
う
な
関
係
を
築

い
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
誕
生
日

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
時
は
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」
と
話
す
。

　
当
初
、
思
い
描
い
た
「
街
づ
く
り
に
関
わ
る
仕

事
」
を
こ
う
し
た
形
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
幸
せ
だ
と
い
う
菅
野
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

「
ハ
ー
ト
ヒ
ル
ズ
錦
ケ
丘
」
の
成
長
に
、
自
分
の

成
長
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
宅
地
建
物
取
引
士
も
一
度
で
合
格
し
た
よ
う
に
、
と
て
も
頑
張
り
屋

で
す
ね
。
芯
が
強
い
と
い
う
印
象
で
す
。
奥
様
と
の
和
や
か
な
会
話
か

ら
、
ご
要
望
に
気
付
き
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
女
性
な
ら
で
は
の
視

点
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
家
は
一
生
に
一
度
の
大
き
な
買
い
物
で
す
。
お
客
様
の
目
線
に
立
っ

て
誠
意
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
大
切
。
質
問
さ
れ
た
こ
と
で
不
明
な

部
分
が
少
し
で
も
あ
れ
ば
、
安
易
に
答
え
る
の
で
は
な
く
、
持
ち
帰
っ

て
調
べ
て
か
ら
お
答
え
す
る
。
そ
の
方
が
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　
お
客
様
が
望
ん
で
い
る
こ
と
以
上
の
こ
と
に
応
え
て
差
し
上
げ
る
。

「
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
れ
た
ん
だ
」
と
い
う
思
い
が
、
お
客
様
の
信
頼
に

つ
な
が
り
ま
す
し
、
自
分
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

お
客
様
が
望
ん
で
い
る
こ
と
以
上
の
こ
と
を
す
る

そ
の
気
配
り
が
自
分
の
力
を
伸
ば
し
て
く
れ
る 

上司 に
聞
く

営業部　係長

田村 剛さん

C A S E   

01仕事
図鑑

住
ま
い
と
街
の
提
案
を
通
し
て

お
客
様
と
の
深
い
絆
を
築
い
て
い
く

家族の住まいと
暮らす街の機能を提案する
営業

菅野 結さん（25 歳）
錦エステート株式会社（仙台市）

春秋年2回の恒例行事、錦ケ丘住宅祭「イエ・コレ！」や多くの
住民が楽しみにしている夏祭りなど、街を盛り上げるイベントも
たくさん
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　「
両
親
が
理
髪
店
を
営
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

幼
い
頃
か
ら
手
に
職
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
」。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら

髪
を
整
え
、
お
客
様
を
喜
ば
せ
て
い
る
親
の
背
中

を
見
て
き
た
大
津
さ
ん
。「
人
の
人
生
に
深
く
関

わ
る
住
宅
の
設
計
の
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
思
い
、

住
宅
の
設
計
に
つ
い
て
山
形
県
の
短
大
で
学
ん
だ
。

そ
し
て
、
短
大
卒
業
後
に
那
須
建
設
に
入
社
。
以

来
10
年
に
わ
た
り
、
仙
台
支
店
で
設
計
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
る
。

　
入
社
当
初
、
大
津
さ
ん
は
先
輩
建
築
士
が
手
描

き
す
る
図
面
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
清
書
す
る
作
業

を
通
し
て
、
設
計
の
基
本
を
学
ん
で
い
っ
た
。

　「
先
輩
が
描
く
素
敵
な
図
面
を
見
る
の
が
楽

し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
回
想
す
る
大
津
さ
ん
。

図
面
に
描
か
れ
た
間
取
り
の
使
い
勝
手
に
感
嘆

し
、
こ
の
家
に
住
む
家
族
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
目

に
浮
か
ぶ
ほ
ど
想
像
力
が
か
き
立
て
ら
れ
た
。

そ
の
図
面
を
描
い
て
い
た
の
が
、
現
在
も
直
属

の
上
司
で
あ
る
三
瓶
陽
子
さ
ん
だ
っ
た
。

　
仕
事
を
通
し
て
、
三
瓶
さ
ん
と
は
公
私
共
に

親
し
い
間
柄
と
な
っ
た
大
津
さ
ん
。
7
年
前
の

あ
る
日
、
三
瓶
さ
ん
が
産
休
に
入
り
長
期
間
職

場
を
離
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　「
突
然
の
出
来
事
で
、
あ
の
時
は
泣
き
ま
し
た
。

「人の心に影響を及ぼす色彩は、住宅設計
でも重要なポイントになります」と話す大津さ
んは、素材の色合いにも注意を払いながら
住まいづくりに役立てている
岩沼市恵み野にある新ブランドMuKuのモ
デルハウス。大津さんにとって手塩にかけて
育てた我が子のような家だ
「家庭の主婦は家の主」が大津さんの持論。
毎日ママの笑顔があふれる家づくりを目指し
お客様と接している
使われている素材がどのような特性や効果
があるのか、展示されている模型や見本を
使ってお客様に分かりやすく説明する

人
生
に
深
く
関
わ
る
家
づ
く
り
を

あ
こ
が
れ
の
先
輩
の
下
で
学
ぶ

先
輩
の
産
休
を
機
に
奮
起

資
格
を
取
得
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

3

4

4

2

1

2

3

所 在 地

取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 領 域

企 業 方 針

企業情報

那須建設株式会社
／本　　社：山形県長井市屋城町 7-1
　仙台支店：仙台市青葉区水の森 4-2-1
   TEL　022-303-3233
　FAX　022-303-3234
　http://nas-con.co.jp
／那須 正
／1957 年 2 月 
／133 人（2015 年 4 月現在）
／土木一式工事、建築一式工事、舗装工事、

造園工事、さく井工事、地質調査、鉄骨
加工・組立、建築設計、不動産取引業、
採石・骨材生産販売、省エネ事業

／一期一会

無垢の家づくり

朝・夕の時間を

大切に考えたスムーズな

家 事 動 線
お子様にも安心の

自然素材をふんだんに

子育て健康

1年を通し実用性に使える

適材適所の

収 納 計 画

住むほどに愛される

住まいを考えた

無 垢 材

美しく、そしてスマートに

住まうご提案を

憧 れ の
女 性 像

MuKuのコンセプト

対象：子どもがいる人
　　  （3,000 人／ 20～49 歳）
期間：2013 年 4 月26日～5 月2日
調査：日本労働組合総連合会

子育てに1週間で費やしている
平均時間

41.1
時間

73.0
時間

16.8
時間
男
性

有
職
女
性

専
業
主
婦

モデルハウス MuKu「空ーsoraー」　1階の間取り

和室

押入
物入

物入

LDK

キッチン

ガーデンテラス

ユニットバス

デッキ

ポーチ

ホール

トイレ洗面脱衣室
玄関

大容量の
和室押入！

シューズクロークで
家族みんなの靴を
たっぷり収納。

スムーズな家事動線。

ゴミ出しも
らくらく！

DIYやガーデニングに
最適なウッドデッキ。

ガーデンテラスで
忙しい家事の合間に
ちょっと一息。

家の中心の物入は
整理整頓に大助かり！
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こ
の
春
、
岩
沼
市
恵
み
野
に
１
棟
の
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
Ｍ
ム

ク

ｕ
Ｋ
ｕ
シ
リ
ー

ズ
「
空
ー
s
o
r
a
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
た
自

然
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
住
ま
い
は
、
家

事
や
育
児
に
忙
し
い
主
婦
を
想
定
し
プ
ラ
ニ
ン

グ
さ
れ
て
い
る
の
が
最
大
の
特
徴
だ
。

　
朝
夕
の
慌
た
だ
し
い
時
間
帯
。
主
婦
は
、
食

事
や
入
浴
の
支
度
・
洗
濯
な
ど
を
同
時
に
こ
な

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
キ
ッ
チ
ン
・

洗
面
所
・
風
呂
場
を
最
短
距
離
で
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
ス
ム
ー
ズ
な
家
事
を
実
現
さ
せ
る
。
キ
ッ

チ
ン
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
、
ご
み
出
し
の
た
め
の

勝
手
口
や
、
家
事
の
合
間
に
ひ
と
息
つ
け
る
ガ
ー

デ
ン
テ
ラ
ス
が
備
わ
っ
て
い
る
。
随
所
に
設
け

ら
れ
た
大
小
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
、
突
然
の
雨
で

も
困
ら
な
い
屋
根
付
き
の
バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど
、

こ
の
家
は
と
こ
と
ん
主
婦
目
線
に
こ
だ
わ
っ
て

設
計
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
Ｍ
ｕ
Ｋ
ｕ
を
企
画
・
販
売
し
て
い
る

那
須
建
設
が
、
主
婦
目
線
の
家
づ
く
り
を
実
現

で
き
る
の
は
、
設
計
士
の
多
く
が
女
性
だ
か
ら

で
あ
る
。
中
に
は
現
役
の
子
育
て
マ
マ
も
い
る

と
い
う
。

　「
家
事
だ
っ
て
ス
マ
ー
ト
に
こ
な
し
た
い
で
す

よ
ね
。
奥
様
が
元
気
で
笑
顔
に
な
る
。
い
つ
で

も
女
性
が
輝
く
こ
と
が
で
き
る
住
ま
い
を
考
え

ま
し
た
」。
そ
う
話
す
の
は
、
Ｍ
ｕ
Ｋ
ｕ
を
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
し
て
い
る
大
津
由
華
さ
ん
だ
。

女性設計士のアイデアを盛り込んだ家づくり
二級建築士

大
お お

津
つ

 由
ゆ か

華さん（30 歳）
那須建設株式会社 仙台支店（仙台市）

C A S E   

02仕事
図鑑

同
じ
女
性
だ
か
ら
気
付
く
住
ま
い
の
こ
と

目
指
す
の
は
「
私
時
間
」
が
輝
く
家

女
性
設
計
士
が
考
え
る

奥
様
が
い
つ
ま
で
も
輝
い
て
い
ら
れ
る
家

1
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建
築
物
の
設
計
を
す
る
た
め
に
は
、
建

築
士
の
資
格
が
必
要
で
す
。
二
級
建
築

士
の
ほ
か
、
学
生
時
代
に
取
れ
る
資
格
は

取
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
で
す
よ
。
一
級

施
工
管
理
技
士
、
宅
地
建
物
取
引
士
が
あ

る
と
便
利
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど

の
資
格
が
あ
る
と
、
家
に
つ
い
て
説
明
す

る
際
に
お
客
様
へ
の
説
得
力
が
違
っ
て
き

ま
す
。

　
と
は
い
え
、
お
客
様
が
最
終
的
に
家
を

選
ん
で
く
れ
る
の
は
人
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
世
の
中
で
一
番
大
切
な
の
は
人
と
人

と
の
関
わ
り
。
お
客
様
と
上
手
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
、
結
果
的

に
会
社
に
対
す
る
良
い
印
象
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
仙
台
支
店
は
人
数
が
少
な
く
、
社
員
は

み
ん
な
家
族
み
た
い
な
も
の
。
私
は
「
会

社
も
自
分
の
家
（
ホ
ー
ム
）」
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

自分がプランニングしたMuKuだけあって、説明にも
熱が入る

図面はお客様と何度も打ち合わせを重ねて詰め
ていくが、その回数を少なくできるように細部に
まで気を配る

アットホームな雰囲気の社内は風通しが良く、気軽にいろい
ろな相談ができる

初めてのお客様でも気さくに接する。お客様の緊張もと
けて、モデルハウスが笑い声で包まれる

8:30

メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク

見
積
書
を
確
認
し
た
り
、
お
客
様
や
業
者
か
ら
の
メ
ー
ル

を
て
き
ぱ
き
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る

8:20

出
社

掃
除
を
し
て
、
仕
事
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
る

13:00

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
へ
移
動

岩
沼
市
恵
み
野
に
完
成
し
た
M
u
K
u
は
、
大
津
さ
ん
の
ア

イ
デ
ア
の
結
晶
だ

14:00

接
客

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
内
で
お
客
様
の
要
望
を
聞
き
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
応
え
て
い
く

17:30

退
社

事
務
所
に
戻
り
日
報
を
ま
と
め
て
1
日
が
終
わ
る

9:00

図
面
を
描
く

手
描
き
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
設
計

図
に
仕
上
げ
る

11:00

広
告
代
理
店
と
打
ち
合
わ
せ

雑
誌
に
紹
介
さ
れ
る
情
報
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
う

12:00

昼
食

大
津 

由
華
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

現在は、三瓶さんと2人体制で設計を担当。お客様との相性が良いか
どうかも考慮して仕事を振り分ける

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

お客様に家のコンセプトなどについて納得
してもらうため、膨大な資料に目を通す
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で
も
、
そ
れ
く
ら
い
自
分
が
先
輩
に
頼
り
き
り

だ
っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
」

　
先
輩
が
い
な
い
今
こ
そ
、
私
が
も
っ
と
成
長

し
な
け
れ
ば
―
―
。
大
津
さ
ん
は
、
さ
ら
な
る

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
。
そ
の
後
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
が
、
大
津
さ
ん
を
奮
い

立
た
せ
、
こ
の
年
に
二
級
建
築
士
の
資
格
を
取

得
し
た
。

　「
津
波
で
家
を
流
さ
れ
た
お
客
様
は
、
１
日

で
も
早
い
自
宅
の
再
建
を
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
お
客
様
に
安
心
し
て
家
の
こ

と
を
任
せ
て
も
ら
い
た
く
て
、
必
死
に
勉
強
し
ま

し
た
」

　
既
に
産
休
か
ら
復
帰
し
て
い
た
三
瓶
さ
ん
と
震

災
後
も
連
携
し
な
が
ら
、
大
津
さ
ん
は
設
計
の
仕

事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
大
津
さ
ん
の
努
力
が
実
を
結
び
、
三

瓶
さ
ん
と
と
も
に
昨
年
会
社
か
ら
Ｍ
ｕ
Ｋ
ｕ
の
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
任
さ
れ
た
。

　「
企
画
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
岩
沼
市
恵

み
野
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
に
は
、
毎
週
末
私
が
案
内

役
と
し
て
立
っ
て
い
ま
す
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
か
ら
案
内
状
の
作
成
ま
で
、
何

で
も
や
り
ま
す
よ
」と
、設
計
だ
け
で
は
な
く
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
に
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
毎
日
を
忙
し
く
過
ご
す
大
津
さ
ん
が
特
に
重
視

し
て
い
る
の
は
、
時
間
の
使
い
方
だ
。

　「
頭
の
切
り
替
え
を
大
事
に
し
な
が
ら
短
時
間

で
効
率
の
良
い
方
法
を
考
え
ま
す
。
図
面
を
作
る

回
数
も
少
な
く
す
る
よ
う
工
夫
し
、
１
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
も
気
を
付
け
て
い
ま
す
」
と
語

る
大
津
さ
ん
。
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
の
は
、

主
婦
も
同
じ
。
働
く
女
性
が
、
ど
う
し
た
ら
家
で

ス
マ
ー
ト
に
仕
事
が
で
き
る
の
か
。
Ｍ
ｕ
Ｋ
ｕ
に

は
、
大
津
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ア
イ
デ

ア
が
あ
ち
こ
ち
に
注
が
れ
て
い
る
。

　「
高
校
生
の
時
、
色
彩
が
人
に
与
え
る
影
響
に

興
味
が
あ
っ
た
」
と
話
す
大
津
さ
ん
は
、
香
り
も

ま
た
人
の
心
に
深
く
関
わ
る
は
ず
だ
と
考
え
、
今

年
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
検
定
１
級
を
取
得
し
た
。
さ

ら
に
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、
住

ま
い
に
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
取
得
に
向
け

意
気
込
ん
で
い
る
。

　
マ
マ
の
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、
明
る
く
温
も
り
に

満
ち
た
Ｍ
ｕ
Ｋ
ｕ
の
住
環
境
を
形
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
自
分
自
身
が
学
び
、

先
輩
や
お
客
様
な
ど
多
く
の
人
か
ら
得
て
き
た

経
験
の
お
か
げ
だ
と
確
信
す
る
。
そ
ん
な
大
津

さ
ん
の
、
女
性
だ
か
ら
こ
そ
気
付
く
住
ま
い
づ

く
り
は
、
今
日
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
大
津
さ
ん
は
元
々
、
設
計
を
志
し
て
入
社
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

お
客
様
の
対
応
ま
で
し
っ
か
り
と
仕
事
が
で
き
る
逸
材
。
小
さ
な
こ

と
で
も
真
っ
先
に
気
が
付
い
て
、
細
か
な
こ
と
で
も
率
先
し
て
や
っ

て
く
れ
ま
す
。

　
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
上
手
。
相
手
の
懐
に
ど
ん

ど
ん
入
っ
て
い
く
大
津
さ
ん
の
何
事
に
も
物
お
じ
し
な
い
明
る
い
性

格
は
、
上
司
の
私
で
す
ら
う
ら
や
ま
し
く
思
う
ほ
ど
で
す
。

　
一
方
で
、
自
分
の
仕
事
に
は
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。

現
状
に
決
し
て
妥
協
せ
ず
、
貪
欲
に
自
分
の
ス
キ
ル
を
磨
き
上
げ
て

い
く
と
こ
ろ
も
す
ご
い
。
納
得
す
る
ま
で
、
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
て

い
く
ガ
ッ
ツ
の
持
ち
主
で
す
。

　
今
後
は
若
い
社
員
に
、
仕
事
の
面
で
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
人
生
の
よ
り
良
き
先
輩
と
し
て
、
色
々
な
相
談
に

気
軽
に
乗
っ
て
あ
げ
て
、
正
し
い
方
向
へ
導
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

よ
く
気
が
利
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
巧
み

ス
キ
ル
を
磨
く
こ
と
に
も
積
極
的
な
努
力
家

上司 に
聞
く

プランニングアドバイザー
（二級建築士）

三瓶 陽子さん

女性設計士の
アイディアを盛り込んだ家づくり
二級建築士

大津 由華さん（30 歳）
那須建設株式会社 仙台支店（仙台市）
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同
じ
働
く
女
性
と
し
て

ス
マ
ー
ト
な
時
間
の
使
い
方
を
家
に
注
ぐ

　
那
須
建
設
に
は
純
粋
に
営
業
だ
け
担
当

す
る
、い
わ
ゆ
る
「
営
業
マ
ン
」
が
い
な
い
。

現
場
の
人
間
が
接
客
し
、
営
業
す
る
ス
タ

イ
ル
は
会
社
設
立
当
初
か
ら
の
社
風
だ
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
大
津
さ
ん
は
「
お
客
様

の
温
度
」
に
人
一
倍
気
を
遣
う
。
電
話
で

の
応
対
や
展
示
場
を
訪
れ
る
回
数
か
ら
、

お
客
様
の
気
持
ち
を
的
確
に
読
み
取
る
。

年
輩
の
人
に
は
手
紙
、
若
い
人
に
は
メ
ー

ル
で
や
り
取
り
す
る
な
ど
、
相
手
や
状
況

に
応
じ
て
手
法
を
切
り
替
え
ら
れ
る
の
も

大
津
さ
ん
の
強
み
だ
。

こ
こ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
！



12  オガーレ！ ACE Vol.6

社
し
た
当
時
の
お
客
様
だ
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
世
代
を
越
え
て
、
地
域
に
密
着
し
た
仕

事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
実
感
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
鈴
木
さ
ん
。
い
つ
ま
で
も
マ
イ
ホ
ー

ム
が
美
し
く
見
え
る
エ
ク
ス
テ
リ
ア
を
思
い
描
き

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
庭
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
私
が
持
っ
て
い
る
エ
ク
ス
テ
リ
ア
プ
ラ

ン
ナ
ー
１
級
の
資
格
は
、
関
連
す
る
資
格

や
実
務
経
験
が
な
い
と
取
得
で
き
ま
せ

ん
。
働
き
な
が
ら
技
術
や
資
格
を
習
得
す

る
人
が
多
い
業
界
で
す
が
、
カ
ラ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
実
務
経
験
不
要
な
資

格
も
あ
る
の
で
、
学
生
の
う
ち
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
代
は
家
族
が
一
緒
に
時
間
を
共
有
す

る
機
会
が
減
り
、
家
族
で
の
思
い
出
が

作
り
に
く
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
の
思

い
出
づ
く
り
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
私
た
ち
の
仕
事
は
、
大
き
な
や
り
が

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。
若
い

女
性
で
あ
っ
て
も
、
ど
ん
ど
ん
ア
イ
デ
ィ

ア
が
実
現
で
き
る
環
境
は
、
自
分
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

「考え事をしながらでもできる」ため、展示
場の草むしりは鈴木さんの日課になっている

エクステリア用素材の進歩は日進月歩。ベ
テランだからといって、勉強はおろそかに
できない

店内は明るく朗らかな雰囲気。キッズコー
ナーが設けられており、スタッフが子ども
たちと一緒に遊ぶこともある

ガーデニングが盛んな外国の方からも「街
並みが美しい」といわれるように、鈴木さ
んは担当する家のみならず街の景観にも
気を配る

限られた予算の中で、可能な限り高いク
オリティーのプランを考える。鈴木さんの
プランナーとしての腕の見せどころだ

手にしているのは震災直後、ボランティア
で気仙沼を訪れ、仮設住宅全戸に配った
フェルト製プランター。土に触りたかった
被災者の心を慰めることができた

優れた施工実績を誇るグリーンケアの受賞例
　グリーンケアが手掛けるエクステリアは、業界でも屈指のクオリティを誇り、毎年さまざまな栄誉に輝いている。ここ
で紹介するのはほんの一例だ。下記の三協アルミは応募総数3,300点、LIXILは 6,446点の中から選ばれている。

LIXIL エクステリアコンテスト 2014
エクステリアリフォーム部門

「銀賞」「地域最優秀賞」同時受賞

お客様の要望は「道路からの
視線を気にせず、楽しめるお
庭」。既存の生垣を再利用して、
明るさはそのままに程良く目
隠ししている。大きく張り出

した横格子に負けない高さの植栽を取り入れ、のびや
かで開放感あふれる外観となった。

三協アルミ エクステリアデザインコンテスト
トータルコーディネート部門

「ブロンズデザイン賞」受賞（2014 年）

建物の外壁を含めた雰囲気に
合わせた門まわりがポイント。
お客様からは「ライティングさ
れたお庭を眺めたい」という強
い希望があったため、ライティ

ングにも力を入れている。ライトアップされた植栽に囲
まれ、風の音、水の音を楽しむことができる。

9:00

開
店

接
客
窓
口
に
立
ち
、
来
店
し
た
お
客
様
の
対
応
を
す
る

8:30

出
社

朝
礼
の
後
、
事
務
所
前
の
清
掃
・
草
む
し
り
か
ら
1
日
が

始
ま
る

10:00

図
面
作
成

プ
ラ
ン
を
練
り
上
げ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て

3
D
C
G
で
デ
ザ
イ
ン
を
作
成

17:30

退
社

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
多
忙
な
時
期
。
お
客
様
と
の
打
ち
合

わ
せ
が
近
づ
く
と
残
業
す
る
場
合
も

16:00

営
業
担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ

お
互
い
に
納
得
が
行
く
ま
で
、
営
業
担
当
者
と
繰
り
返
し
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
い
く

14:00

現
地
調
査

エ
ク
ス
テ
リ
ア
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
最
も
重
要
な
作
業
。
時

間
を
か
け
て
念
入
り
に
行
う

13:00

昼
食

昼
休
み
の
時
間
帯
で
も
常
に
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
食
事
の
時
間
が
ず
れ
る
こ
と
も
あ
る

鈴
木 

照
美
さ
ん
の

 

あ
る
1
日
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　「
ガ
ー
デ
ン
」
は
、ガ
ー
ド
（
囲
う
）
と
エ
デ
ン
（
楽

園
）
に
由
来
す
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
庭
付
き
一
戸

建
て
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
日
本
人
の
あ
こ
が
れ
と

な
っ
た
1
9
7
0
年
代
以
降
、
住
宅
の
イ
ン
テ
リ

ア
同
様
に
、
庭
を
構
成
す
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
や
テ
ラ

ス
、
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
エ
ク
ス
テ
リ
ア
へ
の

関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
た
。

　
こ
う
し
た
庭
づ
く
り
や
エ
ク
ス
テ
リ
ア
全
般
の
工

事
を
取
り
扱
う
グ
リ
ー
ン
ケ
ア
で
、
鈴
木
照
美
さ
ん

は
エ
ク
ス
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る
。

　
鈴
木
さ
ん
の
仕
事
は
、
お
客
様
を
社
屋
前
に
あ
る

エ
ク
ス
テ
リ
ア
の
展
示
場
へ
案
内
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。

　「
一
般
的
に
庭
づ
く
り
は
ご
主
人
よ
り
も
奥
様
の

方
が
関
心
が
高
く
、
そ
の
た
め
、
最
初
は
奥
様
が
お

ひ
と
り
で
来
店
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
」
と
話
す
鈴
木

さ
ん
。
女
性
同
士
の
気
さ
く
な
会
話
か
ら
、
お
客
様

が
必
要
と
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
を
探
っ
て
い
く
の
だ

と
い
う
。

　「
専
門
的
な
知
識
が
な
い
人
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
庭
づ
く
り
や
エ
ク
ス

テ
リ
ア
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、

そ
れ
は
断
片
的
な
も
の
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
プ

ラ
ン
ナ
ー
は
、
お
客
様
の
暮
ら
し
を
ト
ー
タ
ル
で
考

え
て
、
満
足
度
の
高
い
プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
て
い
ま

す
」

　
エ
ク
ス
テ
リ
ア
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
お
い
て
、
現

場
と
な
る
住
居
の
現
地
調
査
は
、
と
り
わ
け
重
要

な
作
業
だ
。
鈴
木
さ
ん
は
、
外
の
街
並
み
を
見
な

が
ら
周
囲
の
景
観
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な
資
材
を

選
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
室
内
空
間
か
ら
庭
が
ど

う
見
え
る
か
も
配
慮
し
て
、
部
屋
に
あ
る
ソ
フ
ァ

の
位
置
な
ど
は
必
ず
確
認
す
る
の
だ
と
い
う
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
子
ど
も
が
幼
い
時
に
は
庭
で
遊

び
回
れ
る
よ
う
に
考
え
、
子
ど
も
が
独
立
し
て
か

ら
は
夫
婦
で
庭
い
じ
り
が
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
応
じ
た
設
計

も
心
掛
け
て
い
る
。

　
20
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
で
培
っ
て
き
た
鈴
木
さ
ん

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
家
族
全
員
の
暮
ら
し
の
隅
々

ま
で
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
き
め
細
や
か
さ
は
、

お
客
様
の
み
な
ら
ず
、
同
業
者
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　「
最
近
の
お
客
様
の
中
に
は
、
ご
両
親
が
私
の
入

家族みんなが幸せに
暮らせる庭づくり

C A S E   
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エクステリアプランナー

鈴
す ず

木
き

 照
て る

美
み

さん（41 歳）
株式会社グリーンケア（仙台市）

お
客
様
と
の
会
話
か
ら
情
報
を
整
理
し

満
足
度
の
高
い
プ
ラ
ン
を
提
供

企業情報

株式会社グリーンケア
／仙台市泉区上谷刈字山添 1-1
　TEL 022-377-2438
　FAX 022-378-9781
　http://www.green-care.jp/
／鈴木 壽秋
／1991年 3月
／ 9 人（2015 年 8月現在）
／造園・土木・建築工事業
／お客様の喜びを私たちの喜びとし、素晴らしい住

環境の提案と創造を使命とする

所 在 地

代表取締役
設 立
従 業 員 数
事 業 領 域
企 業 理 念

1

2

綿密な現地調査を踏まえた、
快適で実用的なエクステリア
は鈴木さんの誇り。完成する
まで何度も足を運び、確認
作業を行っていく
図面は 3DCGで立体的に描
く。リフォームの場合は、現
状がどのように変わるか、パ
ソコンの画面で見てもらい、
お客様に分かりやすく説明す
るのがコツ

街
並
み
や
室
内
か
ら
の
眺
め
に
も
留
意

女
性
目
線
の
き
め
細
や
か
な
庭
づ
く
り

家
族
と
過
ご
す
空
間
と

時
間
も
一
緒
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

1

2
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ほ
と
ん
ど
が
男
性
と
い
う
職
場
に
飛
び
込
ん
だ

草
彅
さ
ん
だ
が
、「
男
と
か
女
と
か
い
う
こ
と
は

あ
ま
り
気
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
早

く
う
ま
く
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
か
っ

た
で
す
」
と
話
す
。

　
ク
レ
ア
工
業
に
入
社
後
、
現
場
で
の
経
験
を
積

み
な
が
ら
３
年
目
に
２
級
左
官
技
能
士
の
資
格
を

取
得
。
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
、
そ
の
3
年
後
に
全

国
で
も
珍
し
い
女
性
の
１
級
左
官
技
能
士
と
な
っ

た
。
職
場
に
は
、
も
う
ひ
と
り
女
性
の
２
級
左
官

技
能
士
が
い
て
、
草
彅
さ
ん
の
後
に
続
け
と
技
を

磨
い
て
い
る
と
い
う
。

　「
自
分
で
は
意
識
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
か
ら
下
地
づ
く
り
や
養
生
※２

が
丁
寧
だ
と

言
わ
れ
ま
す
」
と
話
す
草
彅
さ
ん
。
佐
藤
社
長
も

「
女
性
な
ら
で
は
の
細
や
か
さ
が
あ
る
と
工
事
発

注
者
の
間
で
も
評
判
が
い
い
ん
で
す
。
難
し
い
仕

事
も
弱
音
を
吐
か
ず
に
や
り
遂
げ
る
、
頼
も
し
い

存
在
で
す
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

　
左
官
の
面
白
さ
に
つ
い
て
「
自
分
の
技
で
、
形

が
で
き
て
い
く
と
こ
ろ
」
と
話
す
草
彅
さ
ん
。
伝

統
的
な
技
術
を
探
求
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
、
関
西
方
面
へ
の
社
員
旅
行
の
際
に
「
ど
う
し

て
も
見
て
み
た
い
古
い
壁
が
あ
る
」
と
希
望
を
出

し
、
コ
ー
ス
が
一
部
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

今
後
、
左
官
職
人
の
高
度
な
伝
統
技
術
と
し
て

知
ら
れ
る
「
鏝こ
て

絵え
※３

に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
、

技
へ
の
向
上
心
は
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

会社には、１級左官技能士の実技試験で使われ
る壁塗台と同じものがあり、草彅さんもこれで練習
を重ねた。「試験は思いのほか易しかった」と草
彅さんは話す

　
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
「
有
言
実
行
」

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
。
周

り
に
向
か
っ
て
言
葉
を
出
し
て
み
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
目
指
す
べ
き
方
向
を
客
観
的
に
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
周
り
の
人
も
本

人
の
意
志
や
夢
を
覚
え
て
く
れ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
私
も
高
校
の
時
に
、「
伝
統
的
な

建
築
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
周
り
に

話
し
て
い
た
ら
「
こ
う
い
う
職
場
は
ど
う
？
」

と
話
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
人
が
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
夢
が
か
な
っ
た
時
、
応
援
し
て
く

れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

天然の漆喰に自然素材ののり、
水を桶で混ぜ合わせ、材料を
作る。自然素材の漆喰は割高
だが、世の中が健康志向の今、
ニーズが高いという

現場のことについて、佐藤社長（写真右）との
打ち合わせ。タイル選びなどは社長の仕事だが、
草彅さんは「このタイルもいいのでは」と職人と
しての提案を出すこともある

8:00

現
場
に
到
着

資
材
を
降
ろ
し
て
現
場
作
業
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。

ほ
か
の
職
人
お
よ
び
工
事
発
注
者
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
て
か
ら
、
現
場
作
業
を
行
う

6:30

出
社

当
日
業
務
の
確
認
・
準
備
、
資
材
・
車
両
の
準
備

を
す
る

12:00

昼
休
み

作
業
が
午
後
も
続
く
場
合
は
、
現
場
で
昼
食
を

と
る

18:00

退
社

午
後
の
現
場
作
業
が
延
長
し
た
場
合
な
ど
、
多
少

退
社
時
間
が
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
早
朝
か
ら

の
勤
務
の
た
め
、
こ
の
日
は
超
過
勤
務
と
な
っ
た

17:00

現
場
作
業
を
終
え
帰
社

現
場
終
了
後
、
本
社
に
戻
っ
て
業
務
報
告
。
翌
日

の
準
備
も
し
て
お
く

13:00

現
場
で
作
業

現
場
作
業
の
続
き
。
午
後
、
別
の
現
場
に
移
動
す

る
場
合
も
あ
る

草
彅 

千
尋
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

※
2
…
作
業
前
に
材
料
を
塗
ら
な
い
所
の
防
護
な
ど
を
行
う
こ
と

※
3
…
漆
喰
の
壁
に
花
鳥
風
月
や
縁
起
物
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
、
鏝
だ
け
を
使
っ
て

つ
く
る
装
飾

伝統の技を今に伝える 左官の魅力
●建築の世界で不可欠な業種で、技能を持てば男女
別なく誰でも職人として活躍できる。
●資格取得など技能向上次第で、着実な待遇の向
上、キャリアアップが実現できる。
●左官は自然にやさしい素材を使う。土壁・漆喰などエ
コロジカルな素材が見直されている。
●ものづくりに携わる仕事のため1日が充実していて楽
しい。終業時間も確実で自由時間にゆとりがある。
●きれいな作業環境、徹底した安全管理など、業界全
体で快適な環境づくりに積極的。

参考／日本左官業組合連合会の資料より
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建
築
物
の
壁
・
床
・
天
井
な
ど
の
表
面
に
土

や
漆し
っ
く
い喰

※ 1

な
ど
を
平
ら
に
塗
る
職
人
を
左
官
と
い

う
。
古
い
寺
社
の
壁
か
ら
現
代
の
建
築
物
の
タ
イ

ル
・
レ
ン
ガ
工
事
ま
で
、
左
官
職
人
の
活
躍
の
場

は
幅
広
い
。
鏝こ
て

と
呼
ば
れ
る
道
具
で
材
料
を
均
一

に
塗
る
た
め
に
は
、
高
度
な
技
術
が
必
要
だ
。

　「
一
流
の
左
官
職
人
は
、
最
低
限
の
回
数
で
鏝

を
使
っ
て
、
ム
ラ
な
く
平
ら
に
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」。
こ
う
話
す
の
は
、
ク
レ
ア
工
業
の

佐
藤
宏
樹
社
長
。
同
社
は
、
53
人
の
左
官
職
人
を

擁よ
う

し
、
１
日
当
た
り
20
件
以
上
も
の
現
場
で
左
官

工
事
を
手
掛
け
て
い
る
。

　
仙
台
市
内
の
学
校
や
公
共
施
設
の
新
築
・
改
築

工
事
な
ど
の
ほ
か
、
12
月
6
日
に

開
業
を
予
定
し
て
い
る
仙
台
市
地

下
鉄
東
西
線
の
工
事
で
は
、
複
数

の
駅
の
左
官
工
事
を
担
当
。
そ
の

ひ
と
つ
、
連れ
ん
ぼ
う坊

駅
の
工
事
で
職
長

と
し
て
左
官
職
人
を
指
揮
し
た
草

彅
千
尋
さ
ん
は
、
女
性
と
し
て
は

宮
城
県
で
た
だ
ひ
と
り
１
級
左
官
技
能
士
の
国
家

資
格
を
持
つ
職
人
だ
。

　
左
官
職
人
を
志
し
た
理
由
に
つ
い
て
「
も
と

も
と
神
社
や
仏
閣
を
見
る
の
が
好
き
で
、
宮
大

工
の
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
」
と
話
す
草
彅
さ
ん
。
宮
大
工
は
関
西
で

の
勉
強
や
修
行
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
知
り
断

念
。
県
内
で
す
ぐ
に
伝
統
的
な
建
築
に
関
わ
る

仕
事
が
で
き
る
左
官
の
道
を
選
ん
だ
と
い
う
。

伝統の技を現代に生かす
女性左官職人

C A S E   

04仕事
図鑑

１級左官技能士

草
く さ な ぎ

彅 千
ち

尋
ひ ろ

さん（28 歳）
クレア工業株式会社（仙台市）

1

3

1

2

3

4

企業情報

クレア工業株式会社
／仙台市若林区かすみ町 24 -15
　TEL 022-286-7287
　FAX 022-285-6160
　http://crear-indst.jp/
／佐藤 宏樹
／1965 年（会社設立 1970 年）
／ 65 人（2015 年 8 月現在）
／左官工事・タイル工事一式、塗装工事・防水工事

一式、耐震補強工事・樹脂注入工事一式、外壁
改修工事・外壁劣化補修工事一式、湿式外断熱
工事、一般住宅リフォーム工事一式など

／建築物はただの箱ではなく、人を守り、人の思い出
を創り、人を幸福にさせるもの。その崇高なものを創
り出すことを、われわれは生業としている

し
な
や
か
に
、
私
ら
し
く

い
つ
も
細
や
か
な
仕
事
を
心
が
け
て

所 在 地

代表取締役社長
創 業
従 業 員 数
事 業 領 域

企 業 理 念

伝
統
的
な
建
物
か
ら
現
代
の
建
築
物
ま
で

左
官
職
人
の
活
躍
の
場
は
広
い

住宅リフォームの現場で、漆喰壁の作業
をする草彅さん。スピード感がある動作
はなめらか、手さばきがきれいでムダが
ない。さすがの職人技を見せてくれた
作業現場では、長袖のシャツとワークパ
ンツというスタイル
鏝は、用途によって使い分けるため現場
に15〜20 本程度用意していく。使い終
わった鏝は、材料が固まらないよう洗い桶
に一時的につけておく
鏝と鏝板のセットが、左官道具の基本。
材料の漆喰を鏝板に盛り、鏝で何度か練
り返しながらひと塗り分を壁に塗り付ける

女
性
な
ら
で
は
の
丁
寧
な
仕
事
で

工
事
発
注
者
の
間
で
も
評
判

2

4

※
1
…
消
石
灰
に
ふ
の
り
・
糸
く
ず
・
粘
土
な
ど
を
配
合
し
て
練
っ
た
日
本
独
特
の

塗
壁
材
。
自
然
素
材
の
壁
と
し
て
今
見
直
さ
れ
て
い
る
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若
柳
地
織
の
歴
史
は
、
明
治
末
期
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
。
県
北
で
呉
服
屋
の
番
頭
を
し
て
い
た
千

葉
孝
治
氏
が
、
絹
よ
り
手
ご
ろ
な
木
綿
に
注
目

し
、
手
織
り
に
よ
る
綿
織
物
の
生
産
を
始
め
た
。

１
９
１
５
年
、
豊
田
式
鉄
製
小
幅
動
力
織
機
（
Ｙ

式
）
を
23
台
導
入
し
、今
の
場
所
に
工
場
を
建
て
た
。

　
木
綿
そ
の
も
の
が
持
つ
柔
ら
か
さ
を
生
か
す
た

め
、
若
柳
地
織
で
は
紡ぼ
う
せ
き績

機き

か
ら
紡
ぎ
だ
し
た
糸

を
よ
り
合
わ
せ
な
い
「
単た
ん

糸し

」
を
使
う
。
朱
色
や

紺
色
な
ど
７
種
類
の
色
目
で
染
め
た
糸
を
組
み
合

わ
せ
て
柄
目
を
作
り
、
機
械
で
織
り
上
げ
る
。

　「
こ
の
機
械
は
、
豊と
よ

田だ

佐
吉
翁お
う

（
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
創
始
者
）
が
肌
着
や
ガ
ー
ゼ
を
織
る
た
め
に
考

案
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
今
の
機
械
よ
り
も
タ
テ
糸

を
緩
く
し
て
低
速
で
織
る
。
若
柳
地
織
の
肌
触
り

と
風
合
い
は
、
こ
の
機
械
だ
か
ら
生
み
出
せ
ま
す
」

　
そ
う
話
す
３
代
目
の
千
葉
孝た
か
よ
り順

さ
ん
（
66
）
は
、

高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
工
場
に
入
っ
た
。
ば
ら

ば
ら
に
し
た
１
台
の
織
機
を
「
ま
ず
は
自
分
で
組

み
立
て
る
よ
う
に
」
と
父
に
言
わ
れ
て
以
来
、
織

機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理
は
す
べ
て
自
分
で

行
っ
て
き
た
。
純
正
品
が
手
に
入
ら
な
い
部
品
交

換
は
、
類
似
品
を
加
工
し
て
使
用
。
今
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
織
機
の
微
妙
な
癖
ま
で
熟
知
し
て
い
る
。

　
化
学
繊
維
や
安
価
な
外
国
産
綿
製
品
に
押
さ
れ
、

か
つ
て
県
内
に
13
軒
あ
っ
た
綿
織
物
業
者
は
次
々

と
廃
業
し
た
。
こ
こ
１
軒
を
残
す
の
み
と
な
っ
た

が
、
震
災
を
乗
り
越
え
残
っ
た
６
台
の
織
機
が
、

今
も
な
お
柔
ら
か
な
生
地
を
織
り
続
け
る
。

　「
こ
の
機
械
を
導
入
し
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど

１
０
０
年
。
こ
れ
か
ら
も
機
械
が
動
く
限
り
、
看

板
は
降
ろ
せ
な
い
ね
」。
そ
う
つ
ぶ
や
き
な
が
ら

孝
順
さ
ん
は
、
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
織
機
を
感

慨
深
げ
に
見
つ
め
て
い
た
。

１. 豊田式鉄製小幅動力織機（Ｙ式）。１世紀の時を経て、
今も現役で動いている　２. 織りの状態を目と手で確か
める。糸が切れそうな状態など、異変を瞬時に見極める　
３. 縞模様が特徴の若柳地織。７色の綿糸を組み合わせ、
さまざまなパターンで織り上げる

若
柳
地じ

織お

り

〈
栗
原
市
〉

問い合わせ

織元 千葉孝機業場

〒 989-5501
栗原市若柳字川北塚ノ越 12
TEL　0228-32-3087

1

23

織機を操る千葉孝順さん

技
の

   

肖
像
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一
生
に
一
度
の
大
き
な
買
い
物
と
も
い
え
る
住
ま

い
を
提
供
す
る
建
設
業
界
。
住
宅
の
購
入
者
と
の
信

頼
関
係
を
築
く
た
め
、
専
門
的
な
技
能
や
知
識
を

持
つ
た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
宅
地
建
物
取
引
士
は
、
宅
地
や
建
物
の
売
買
・

賃
貸
の
仲
介
な
ど
の
専
門
家
。
法
律
の
知
識
を
使
っ

て
、
不
動
産
の
取
引
を
手
助
け
し
ま
す
。
取
引
前
の

買
主
・
借
主
に
対
す
る
物
件
の
説
明
な
ど
、
宅
地
建

物
取
引
士
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
宅
地
建
物
取
引
士
の
資
格
試
験
に
は
、
年
齢
・

学
歴
・
実
務
経
験
な
ど
の
制
限
は
な
く
、
筆
記
試

験
に
合
格
す
れ
ば
取
得
で
き
ま
す
。
資
格
を
持
っ
て

い
て
も
、
実
際
に
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
都
道
府

県
へ
登
録
と
、
宅
地
建
物
取
引
士
証
の
交
付
が
必
要

で
す
。
登
録
を
す
る
た
め
に
は
、
２
年
以
上
の
実
務

経
験
か
、
実
務
講
習
を
修
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
建
築
士
は
、
安
全
で
快
適
な
建
物
を
作
る
た
め
に

建
築
物
の
設
計
や
工
事
監
理
な
ど
を
行
う
仕
事
で
、

一
級
建
築
士
・
二
級
建
築
士
・
木
造
建
築
士
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。
建
築
士
の
資
格
試
験
は
、「
学
科
の

試
験
」と「
設
計
製
図
の
試
験
」に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
一
級
建
築
士
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
免
許
を
受
け
、

個
人
住
宅
か
ら
学
校
・
病
院
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
建

築
物
の
設
計
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
定
規
模
以

上
の
建
築
物
に
お
い
て
、
構
造
や
設
備
が
基
準
に
適

合
す
る
よ
う
に
設
計
を
行
う
構
造
設
計
一
級
建
築
士

と
設
備
設
計
一
級
建
築
士
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資

格
は
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
業
務
経
験
を
満
た
し
、

講
習
を
修
了
す
る
と
取
得
で
き
ま
す
。

　
二
級
建
築
士
は
、
都
道
府
県
知
事
の
免
許
を
受

け
、
一
定
規
模
以
下
の
建
築
物
の
設
計
を
、
木
造
建

築
士
は
さ
ら
に
小
規
模
の
木
造
建
築
物
の
設
計
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
快
適
な
住
空
間
の
提
案
を
行
う
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
に
関
す
る
幅
広
い

知
識
を
も
と
に
、
住
宅
や
部
屋
の
内
装
や
照
明
、
家

具
な
ど
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
商
品
選
択
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。
建
設
会
社
や
設
計
事
務
所
、
デ
ザ

イ
ン
業
界
な
ど
住
ま
い
づ
く
り
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
で
す
。

　
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
受
験
資
格
に

は
年
齢
・
学
歴
・
実
務
経
験
な
ど
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
次
試
験
で
は
商
品
や
販
売
、
技
術
に
関
す

る
基
礎
知
識
が
問
わ
れ
、
２
次
試
験
で
は
、
論
文
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
試
験
が
あ
り
ま
す
。

　
造
園
技
能
士
は
、
住
宅
の
庭
づ
く
り
や
庭
木
・

街
路
樹
な
ど
の
手
入
れ
と
い
っ
た
造
園
に
関
す
る
高

い
知
識
と
技
術
力
を
持
つ
職
人
で
す
。
資
格
は
１
級

～
３
級
ま
で
あ
り
、
決
め
ら
れ
た
年
数
以
上
の
実
務

経
験
を
満
た
し
た
後
、
技
能
検
定
に
合
格
す
れ
ば

取
得
で
き
ま
す
。

　
技
能
検
定
に
は
、
庭
園
の
種
類
、
施
工
法
、
材

料
な
ど
の
知
識
に
つ
い
て
答
え
る
学
科
試
験
と
、
竹

垣
の
制
作
や
敷
石
の
配
置
と
い
っ
た
課
題
を
行
う
実

技
試
験
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

住
ま
い
の
設
計
や

工
事
を
監
督
す
る

「
建
築
士
」

住
空
間
を
作
る
た
め
の

提
案
を
行
う

「
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

庭
づ
く
り
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

「
造
園
技
能
士
」

不
動
産
の
取
引
を
行
う

「
宅
地
建
物
取
引
士
」

仕事図鑑・用語解説

家事動線
　炊事や洗濯など家事をする時に人が動く経路の
こと。家事動線は家事の効率に大きな影響を及ぼ
す。また、家族の生活経路を整理したものを「生
活動線」、高齢者や病人を介護・介助するための
経路を「介護・介助動線」などと呼ぶ。これら動
線がスムーズな住宅ほど、暮らしやすく快適な住
まいといえる。

→P.8

間取り
　建築物の内部における部屋や区画の配置を示す。部屋の数と、リビ
ング (L)・ ダイニング (D)・キッチン (K) の有無を、3LDKというように、
数字とアルファベットで表記 することが多い。

→P.4
ま　ど

そのほかには、どんな仕事があるの？

窓装飾プランナー
カーテン・ブラインド・スクリー
ンなどについてデザインや機能、
価格を考慮しながら提案する専
門家です。

ブロック塀診断士
地震によるブロック塀の倒壊な
どを防止するため、既設ブロッ
ク塀の調査・点検を行い塀の性
能について評価します。

外壁診断士

設計から工事、メ
ンテナスまで外壁
に関するアドバイ
スを行います。

瓦屋根工事技士

瓦ぶき工事の監督
を行います。資格
取得には３年以上
の実務経験が必要。

塗装技能士

塗装に関する一定の
技能と知識を持って
いると国から認めら
れた職人です。

住まいづくりを
支える仕事

業界の勉強特集

　「業界の勉強」では、仕事図鑑で取り上げた業界ならで
はの知識や資格などについて解説します。今回は、住まい
に関わる仕事について紹介します。
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本
校
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
実
践
力
を
持
ち

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

学
生
の
広
い
視
野
を
育
て
る
た
め
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
「
学
外
実
習
」
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
科
で
は
宮

城
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
倶
楽
部
（
以
下
、

ｍ
ｉ
ｃ
）
主
催
の
「
こ
ん
な
部
屋
い
い
な
」
絵
画
コ

ン
テ
ス
ト
に
、
学
外
実
習
の
一
環
と
し
て
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
パ
ネ
ル
展
示
や
最
優
秀
賞
作
品
の
実
物

模
型
製
作
で
は
、
学
生
が
イ
ン
テ
リ
ア
内
装
業
者
さ

ん
の
厳
し
い
指
導
の
も
と
、壁
紙
を
貼
っ
た
り
、カ
ー

テ
ン
を
掛
け
た
り
し
て
い
ま
す
。「
大
人
と
し
て
の

耐
力
」
を
育
成
す
る
た
め
、
ビ
シ
ビ
シ
鍛
え
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
作
品
展
と
い
う
晴
れ
舞
台
で
実
践

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
学
生
た
ち
に

は
と
て
も
好
評
で
す
。

　
ｍ
ｉ
ｃ
の
会
員
の
中
に
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
関
連
企

業
の
支
店
長
・
営
業
所
長
な
ど
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
、
卒
業
後
の
就
職
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ご
縁

を
得
て
い
ま
す
。m
i
c
の
会
員
企
業
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
見
学
で
は
、
メ
ー
カ
ー
の
考
え
方
、
新
商
品
の
情

報
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
生
の
卒
業
制
作
も
、
実
践
力
を
高
め
る
内
容

の
濃
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
テ
リ
ア
科
で

は
「
食
育
」
に
役
立
つ
楽
し
い
子
ど
も
用
家
具
の
設

計
や
、
貞
山
運
河
を
活
用
し
た
リ
ゾ
ー
ト
地
の
模
型

作
り
な
ど
の
卒
業
制
作
を
通
し
て
、
も
の
を
つ
く
る

力
が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
ど
う
変
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。

　
本
校
の
教
員
は
み
な
、
実
際
に
イ
ン
テ
リ
ア
業
界
で

活
躍
し
て
い
て
、
住
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
や
カ
ラ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
実
社
会
で
通
用
す
る
よ
う
な
知
識

を
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
も
で
き
る
限
り
自
分

の
仕
事
の
現
場
を
、
学
生
に
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
私
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
東
北
文
化
学
園
大
学
の

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
Ｅ
サ
ポ
」
に
学
生
を
連
れ
て
い

き
、
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
テ
リ
ア
能
力
を
伸
ば
す
上
で
必
要
な
の
は
、

「
生
活
を
楽
し
く
過
ご
す
」
と
い
う
要
素
を
分
析
す
る

こ
と
。
こ
の
部
屋
が
な
ぜ
心
地
良
い
か
な
ど
、
因
果

関
係
を
突
き
詰
め
て
い
く
こ
と
が
、
学
生
の
応
用
力

を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
よ
り
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
今
後
は
小
学
五
年
生
頃
か
ら
段
階
的
に
教
え

て
い
く
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
に
も
力
を
入
れ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

東北文化学園専門学校
　1978 年の開校以来、卒業生 2 万
6000 人余り。医療技術学科・総合
福祉学科・医療ビジネス学科・建築
デザイン学科の 4 学科 8 科という充
実したカリキュラムで、即戦力となる
スペシャリストを育成している

所在地
仙台市青葉区国見 6-45-16
TEL 022-233-8173
FAX 022-233-8409
http://college.tbgu.ac.jp/

力
を
入
れ
て
い
る
「
学
外
実
習
」

現
場
で
「
大
人
と
し
て
の
耐
力
」
を
育
成

「
生
活
を
楽
し
く
過
ご
す
」
に
は
？

そ
の
要
素
を
分
析
す
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く

こ
ん
な
人
材
を
育
て
て
い
る

東北文化学園専門学校　インテリア科　科長

増
ま す

田
だ

 学
ま な

身
み

 さん

インテリア科では、在学中にインテリアコーディネーター
の資格取得を目指している。また卒業すると、二級建築
士の受験資格である実務経験が免除される

学習発表の場である卒業制作展。縁のある地域をより良
くするために学生自らが設計する

東北文化学園大学教育支援センター「E サポ」。専門学校の
インテリア科の学生にも生きた教材となっている
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イ
ン
テ
リ
ア
業
界
の
発
展
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
つ

い
て
た
く
さ
ん
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
宮
城
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
倶
楽

部
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
育
成
を
目
指
し
、
イ

ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
専
門
学
校
生
と
高

校
生
を
対
象
に
、
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

学
生
さ
ん
に
は
、
接
客
業
の
実
習
や
イ
ン
テ
リ
ア

産
業
に
携
わ
る
人
た
ち
と
の
出
会
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
が
で
き
る
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
仙
台
市
内
の
小
学
生
を
対
象

に
「
こ
ん
な
部
屋
い
い
な
」
絵

画
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
会
場
に
は
絵
画
を
展
示
し
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
は
、

東
北
文
化
学
園
専
門
学
校
の
学

生
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
実
物
大
の
部
屋
に
再

現
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
描
い
た
絵
が
、

実
際
の
部
屋
に
な
る
こ
と
に
と
て
も
感
動
し
て
い

ま
す
。

　
第
１
回
の
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
た
当
時

小
学
校
六
年
生
の
女
子
児
童
は
、
受
賞
を
き
っ
か

け
に
イ
ン
テ
リ
ア
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
後
大
学
の

デ
ザ
イ
ン
科
を
経
て
、
イ
ン
テ
リ
ア
業
界
に
就
職
し

ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動
が
小
学
生
や
高
校
・
専

門
学
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
役
立
っ
て

い
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
は
ど
う
い

う
仕
事
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
装
飾
の
仕
事
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
仕
事
は
、
自
分
ひ
と
り
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

壁
紙
・
カ
ー
テ
ン
・
照
明
器
具
選
び
と
い
っ
た
住

空
間
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
職
人
さ
ん
や
メ
ー
カ
ー
さ

ん
、
設
計
士
さ
ん
な
ど
い
ろ
ん
な
職
種
の
人
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
調
整

役
が
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

　「
私
が
し
た
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
で
、
連
絡
調
整
係

で
は
な
い
」
と
い
う
学
生
さ
ん
が
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
に
は
華
や
か
な
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し

た
裏
側
も
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
必
要
な
の
は
、

「
学
び
た
い
」
と
い
う
思
い
と
向
上
心
で
す
。
受
け

身
で
い
た
ら
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
成
長
は
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
仕
事
は
引
退
が
あ
り
ま

せ
ん
。
若
い
時
は
若
者
、
年
を
取
れ
ば
高
齢
者
の

た
め
の
提
案
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
、
自
分
の

年
齢
や
経
験
に
合
っ
た
活
躍
の
場
が
あ
り
ま
す
。

　
家
が
１
０
０
軒
あ
れ
ば
１
０
０
通
り
の
イ
ン
テ

リ
ア
が
あ
る
。
同
じ
間
取
り
で
も
、
お
客
様
に
よ
っ

て
要
望
は
全
く
違
い
ま
す
。
人
の
個
性
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
も
私
た
ち
の
喜
び
で
す
ね
。

　
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
人
間
観
察
や
人
生

勉
強
も
で
き
る
の
が
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
仕
事
な
の
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
や
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
通
し
て

若
者
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
一
翼
を
担
う

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
「
調
整
役
」

様
々
な
人
を
つ
な
ぐ
人
間
力
が
求
め
ら
れ
る

宮城インテリアコーディネーター
倶楽部
　会員の親睦と情報交換およ
びスキルアップ、併せて地域で
のインテリアコーディネーター
活動の PR を目的に1990 年に設立。インテリアコーディネーター資格取得
者など、現在 88 名のインテリア産業関係者が参加している

所在地
仙台市青葉区本町 2-7-13 遠藤建業ビル 302
宮城インテリアコーディネーター倶楽部 事務局
TEL 080-1856-8538
E-mail mic@dune.ocn.ne.jp
http://miyagi-ic.com/

こ
ん
な
人
材
が
欲
し
い

宮城インテリアコーディネーター倶楽部
会長

関
せ き ぐ ち

口 和
か ず

美
み

さん

2002 年から毎年開催している「こんな部屋いいな」
絵画コンテスト。宮城県内の小学生にインテリアの素
晴らしさを体感してもらっている

最優秀賞受賞作品は、実物大の部屋として再現。
東北文化学園専門学校の学生も学外実習として参加
する

インテリアデザインのセミナーやデザインワークショッ
プを実施。学生にとってデザインの勉強だけではなく、さ
まざまな経験ができる機会だ
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み
や
ぎ
の
あ
ら
れ
は
、
亮
平
さ
ん
の
父
、
定
克
さ

ん
が
生
み
育
て
て
き
た
。

　
米
農
家
で
も
あ
る
米
問
屋
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ

た
定
克
さ
ん
は
、「
自
分
た
ち
で
作
っ
た
米
を
、
ど

う
し
た
ら
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
の
か
」
に
つ

い
て
考
え
て
き
た
と
い
う
。
も
ち
米
の
う
ま
味
を
そ

の
ま
ま
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
「
あ
ら
れ
」
に
魅

力
を
感
じ
た
定
克
さ
ん
は
、
あ
ら
れ
職
人
と
な
る

道
を
選
ん
だ
。
山
形
や
東
京
で
の
修
行
を
積
ん
だ

後
、１
９
７
６ 

年
に
「
み
や
ぎ
の
あ
ら
れ
株
式
会
社
」

を
立
ち
上
げ
、
実
家
に
店
を
開
い
た
。

　
定
克
さ
ん
こ
だ
わ
り
の
商
品
は
、
地
元
の
食
材
を

生
か
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
だ
。
あ
ら
れ
の
原
料
と

な
る
も
ち
米
は
、
宮
城
県
が
推
奨
す
る
「
み
や
こ
が

ね
も
ち
」。
こ
の
も
ち
米
を
丹
精
込
め
て
田
ん
ぼ
で

育
て
る
と
こ
ろ
か
ら
手
掛
け
て
い
る
。

　
調
味
料
に
使
う
し
ょ
う
ゆ
や
味
噌
も
宮
城
県
産

を
使
用
。
し
ょ
う
ゆ
ダ
レ
は
、
創
業
以
来
継
ぎ
足
し

な
が
ら
使
っ
て
い
る
。

　「
生
地
を
数
日
間
か
け
て
天
日
干
し
。
日
中
は
30
分

お
き
に
生
地
の
表
裏
を
返
し
た
り
、
夜
に
な
る
と
生

地
を
茶
箱
に
し
ま
っ
て
寝
か
せ
た
り
。
子
ど
も
な
が

ら
に
手
間
ひ
ま
を
か
け
て
作
っ
て
い
る
な
あ
、
と
思
っ

て
い
ま
し
た
」。
子
ど
も
の
頃
か
ら
「
あ
ら
れ
工
場
で

遊
ん
で
い
た
」
と
話
す
亮
平
さ
ん
は
、
父
が
続
け
て

き
た
昔
な
が
ら
の
製
法
に
つ
い
て
そ
う
振
り
返
る
。

　「
10
代
の
頃
は
、
ま
だ
家
業
を
継
ぐ
か
ど
う
か

決
め
か
ね
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
亮
平
さ
ん
。
一

度
は
実
家
を
離
れ
た
が
、
あ
る
日
仙
台
駅
で
み
や

ぎ
の
あ
ら
れ
を
見
つ
け
る
と
思
わ
ず
買
っ
て
食
べ

て
い
た
。「
ど
こ
か
で
店
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
」。
そ
う
思
っ
た
亮
平
さ
ん

は
、22
歳
の
時
に
実
家
に
戻
り
、家
業
を
手
伝
っ
た
。

　
亮
平
さ
ん
は
、
営
業
担
当
と
し
て
、
販
路
拡
大

や
新
商
品
の
開
発
に
汗
を
流
し
た
。
原
価
計
算
を

間
違
え
て
赤
字
を
出
し
て
し
ま
う
な
ど
、
失
敗
も

あ
っ
た
が
、
幼
い
頃
か
ら
知
り
尽
く
し
た
あ
ら
れ

の
製
法
や
味
の
提
案
に
は
自
信
を
持
っ
て
い
た
。

　「
大
手
メ
ー
カ
ー
の
よ
う
に
大
量
生
産
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
田
舎
の
あ
ら
れ
屋
な
ら
で
は
の
こ
だ

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
だ
わ
り
を
お
客
様
に

知
っ
て
も
ら
い
、
お
い
し
い
あ
ら
れ
を
提
供
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
亮
平
さ
ん
は
話
す
。

　
実
家
に
戻
っ
て
か
ら
４
年
、
よ
う
や
く
仕
事
に

慣
れ
て
き
た
時
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
押
し

寄
せ
る
津
波
で
、
町
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　
震
災
発
生
の
１
時
間
前
、
海
に
ほ
ど
近
い
温
泉

施
設
「
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
」
に
い
た
と
い
う
亮

平
さ
ん
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
難
を
逃
れ
た
。

あ
ら
れ
工
場
も
水
道
が
使
え
な
く
な
る
な
ど
影
響

を
受
け
、１
カ
月
近
く
の
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　「
震
災
前
か
ら
親
し
く
し
て
い
た
農
家
や
漁
師

の
中
に
は
、
志
半
ば
で
亡
く
な
っ
た
方
や
、
町
を

去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
無
念
さ
を
思
う
と
、
悔
し
さ
が
こ
み

上
げ
て
き
ま
す
」。
そ
う
語
る
亮
平
さ
ん
は
、
震
災

を
き
っ
か
け
に
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
よ
り
強
く

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
2
0
1
1
年
に
参
加
し
た
東
京
で
の
販
売
会
。

み
や
ぎ
の
あ
ら
れ
は
好
評
で
、
そ
の
後
の
販
路
拡

大
に
つ
な
が
り
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
も「
商
品
を
取
り
扱
い
た
い
」

と
い
う
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
た
。

　
み
や
ぎ
の
あ
ら
れ
株
式
会
社
は
、
東
松
島
市
産

の
海
苔
を
巻
い
た
「
松
島
の
り
」、
バ
タ
ー
と
塩

で
仕
上
げ
た
小
粒
の
あ
ら
れ
「
蔵
王
バ
タ
ー
」
な

ど
、
地
元
食
材
を
取
り
入
れ
た
あ
ら
れ
を
世
に
出

し
て
き
た
。
そ
し
て
近
年
も
、
宮
城
の
珍
味
ホ
ヤ

を
使
っ
た
「
ほ
や
あ
ら
れ
」
な
ど
新
商
品
の
開
発

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
２
０
１
３
年
に
は
、
地
元
テ
レ
ビ
番
組
と
コ
ラ

ボ
し
て
限
定
商
品
を
発
売
し
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
あ
ら
れ
以
外
に
も
地
域
の
旬
の
食
材
を
練
り
込

ん
だ
ゆ
べ
し
や
、
し
っ
と
り
も
ち
も
ち
と
し
た
食

感
が
楽
し
い
落ら
く
が
ん雁

な
ど
、
米
粉
を
使
っ
た
和
菓
子

を
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

　「
次
は
亘
理
町
の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
商
品
を

作
ろ
う
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
よ
」。
そ
う
話
す

亮
平
さ
ん
の
表
情
か
ら
は
、
か
つ
て
抱
い
て
い
た

迷
い
は
微み

塵じ
ん

も
感
じ
ら
れ
な
い
。

　「
こ
れ
か
ら
も
あ
ら
れ
作
り
を
通
し
て
、
地
元
を

元
気
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
地
元
に
残
っ
た
者

と
し
て
、
次
の
世
代
に
ふ
る
さ
と
の
食
の
大
切
さ

を
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
震
災
を
経
験
し
、
亘
理
町
の
あ
ら
れ
屋
と
し
て

新
た
な
使
命
感
に
燃
え
る
亮
平
さ
ん
。
そ
の
飽
く

な
き
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

地
元
食
材
を
取
り
入
れ
た
新
商
品
を
開
発

ふ
る
さ
と
の
味
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い

「田舎のあられ屋」という愛称が付いている地元亘理の
店内。素材を生かしたこだわりの商品が並んでいる

創業者である石田定
克さん。ビニールハ
ウスの中に並べた網
の上に生地を広げ、
自然乾燥。熟練の
職人は数回揺らすだ
けで返せるという

「みやこがねもち」は
米そのものにうま味
が詰まっている。そ
の自信は、余計な味
付けをしていない「素
焼 みやこがね」にも
表れている 

1976 年 4 月に開業。自分たちで育
てたもち米「みやこがねもち」を使
用したあられを製造販売。宮城県
認証食品の 3Ｅマークにも認定され
ている

■所在地
亘理郡亘理町逢隈鹿島字吹田 51
TEL 0223-34-1417
FAX 0223-34-8011
http://www.miyaginoarare.co.jp/

みやぎのあられ株式会社 

こ
だ
わ
り
の
製
法
と
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
の
出
品
へ
と
実
を
結
ぶ

お
米
を
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に

父
が
行
き
着
い
た
「
み
や
ぎ
の
あ
ら
れ
」
の
原
点
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プロフィール
1982年宮城県亘理郡亘理町生まれ。22
歳から営業として、みやぎのあられ株式
会社の経営に加わる。現在に至る。商
品開発から生産管理、販路開拓などを
担う

ひ
と
粒
食
べ
れ
ば
、
口
の
中
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る

も
ち
米
の
う
ま
味
と
し
ょ
う
ゆ
の
香
り
。

原
料
に
こ
だ
わ
る
手
作
り
の
「
み
や
ぎ
の
あ
ら
れ
」
に
は

田
舎
の
小
さ
な
あ
ら
れ
屋
、
若
き
２
代
目
の

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
て
い
る
。

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
あ
る
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
全
国
の
商
品
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

が
コ
ラ
ボ
し
た
限
定
商
品
が
売
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
ひ
と
つ
、亘
理
町
で
作
ら
れ
て
い
る
お
菓
子
「
み

や
ぎ
の
あ
ら
れ
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
と
稲
紋
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
3
年
、
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
掛
け
紙

が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
地
元
亘
理
の
シ
ン
ボ
ル「
鳥

の
海
」
の
震
災
前
の
風
景
を
モ
ザ
イ
ク
画
で
描
い

た
も
の
だ
っ
た
。

　「
頑
張
っ
て
い
る
亘
理
町
の
今
を
全
国
に
伝
え

た
い
、
震
災
で
傷
付
い
た
子
ど
も
た
ち
に
元
気
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
思
っ
て
、
地
元
の
小

学
生
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
絵
を
描
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　
地
元
を
元
気
に
し
た
い
。
こ
の
思
い
は
、
今
も

変
わ
ら
ず
石
田
亮
平
さ
ん
の
あ
ら
れ
作
り
の
原
点

に
な
っ
て
い
る
。

みやぎのあられ株式会社

営業

石
い し

田
だ

 亮
り ょ う

平
へ い

さん

2013年2月に開催した東京スカイツリーのコラボ商品のパッケージに使わ
れているモザイク画制作の様子。震災前の「鳥の海」の風景を、スカイツリー
の高さにちなみ、634 枚の絵を並べて描いた
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初日開講式と同時に行われた研修講座は、電子機械産業の動向に関するセミナーを実施した

心のケアに活躍するアザラシ型ロボット「パ
ロ」。最新のテクノロジーが搭載され、米国
では医療機器として承認されている

一般社団法人日本電子デバイス産業協会の
加藤一氏は「電子デバイス産業界の動向と
日系企業の戦略」について講義

みやぎ高度電子機械人材育成センター議長
を務める、東北大学大学院情報科学研究科
教授の亀山充隆氏

国立研究開発法人産業技術総合研究所の横
井一仁氏は「ロボット技術の現状と展望につ
いて」を講義

み
や
ぎ
高
度
電
子
機
械
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

実
習
ベ
ー
ス
の
研
修
で
即
戦
力
と
な
り
得
る
人
材
養
成

　
み
や
ぎ
高
度
電
子
機
械
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
は
、
８
月

17
日
～
９
月
９
日
の
日
程
で
、

県
内
の
工
学
系
の
大
学
生
や

高
等
専
門
学
校
生
な
ど
を
対

象
と
し
た
研
修
講
座
を
実
施

し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
技
術
者
の

養
成
を
通
じ
て
、
高
度
電
子

機
械
関
連
企
業
の
集
積
と
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

2
0
0
9
年
に
開
設
し
た
産

業
人
材
育
成
機
関
。
産
学
官

連
携
の
も
と
、
実
践
的
な
研

修
を
通
し
て
意
欲
あ
ふ
れ
る

人
材
の
育
成
と
、
高
度
電
子

機
械
産
業
の
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
研
修
は
、
電
子
計
測
制
御

コ
ー
ス
と
機
械
制
御
コ
ー
ス

か
ら
選
択
し
て
受
講
す
る
専

門
分
野
と
、
全
受
講
生
対
象

の
共
通
分
野
で
構
成
。
講
師
に

は
産
業
界
や
大
学
よ
り
、
各

分
野
の
専
門
家
が
招
か
れ
た
。

　
今
年
は
電
子
計
測
制
御

コ
ー
ス
13
名
、
機
械
制
御

コ
ー
ス
14
名
が
受
講
し
た
。

「
将
来
自
動
車
業
界
で
働
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
研

修
で
少
し
で
も
技
術
を
身
に

付
け
社
会
に
貢
献
し
た
か
っ

た
」
と
電
子
計
測
制
御
コ
ー

ス
を
受
講
し
た
男
子
学
生
。

機
械
制
御
コ
ー
ス
の
女
子
学

生
は
「
大
学
の
授
業
で
ロ

ボ
ッ
ト
や
機
械
を
制
御
す
る

学
問
に
興
味
を
持
ち
、
座
学

だ
け
で
な
く
実
践
的
な
こ
と

に
も
挑
戦
し
て
も
っ
と
学
び

た
い
と
思
っ
た
」
と
受
講
の

理
由
を
話
し
た
。

　
最
終
日
は
修
了
式
と
同
時

に
、
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
。
実
習
に
協
力
し
た
企

業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
の
対
話

を
通
じ
て
業
界
や
仕
事
に
対

す
る
理
解
を
深
め
た
。

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報

○
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ス（
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
）

　
も
の
づ
く
り
志
向
を
持
っ
た
人
材
育
成
と
栗

原
地
域
の
魅
力
発
信
を
目
指
し
、
栗
原
地
域
の

企
業
・
学
校
な
ど
と
連
携
し
て
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

多
彩
な
14
講
座
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。「
第
14

回
東
北
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
in
栗
原
」
も
同

時
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

日
時
／
10
月
3
日
（
土
）
10
時
～
15
時
30
分

場
所
／
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

申
込
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
F
A
X
ま
た
は

E
メ
ー
ル
で
。

申
込
締
切
／
9
月
18
日
（
金
）
※
必
着

問
　
／
0
2
2ｰ

2
1
1ｰ

2
7
6
4

（
宮
城
県
産
業
人
材
対
策
課
）

http://www.pref.m
iyagi.jp/soshiki/sanzin/

scienceplus.htm
l

○
み
や
ぎ
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

　「
う
ま
い
味み

や
技ぎ

、
あ
り
ま
す
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
。
県
内
各
地
の
特
産
品
・
農
林
水
産
物
・
加

工
品
・
工
芸
品
の
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
す
。
宮

城
県
産
品
が
あ
た
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
「
み
や
ぎ

ま
る
ご
と
鍋
」
の
振
る
舞
い
あ
り
。

【
開
催
予
定
日
】

期
間
／
10
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）　

　
　
　
10
時
～
16
時

場
所
／
宮
城
県
庁
1
階
フ
ロ
ア
、
県
庁
前
駐
車
場
、

勾
当
台
公
園
、
市
民
広
場

※
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
近
日
公
開
予

定
で
す
。

問
　
／
0
2
2ｰ

2
1
1ｰ

2
8
1
5

（
み
や
ぎ
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
【
宮
城
県
食
産
業
振
興
課
内
】）

○
せ
ん
だ
い
・
み
や
ぎ
オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー

　2
0
1
5

　
N
P
O
法
人
ハ
ー
ベ
ス
ト
が
2
0
0
7
年

よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
る
市
民
講
座
イ
ベ
ン
ト
。

市
民
相
互
の
教
え
合
い
・
学
び
合
い
の
文
化
の

創
造
を
目
指
す
と
と
も
に
、
若
者
へ
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
や
考
え
方
を
持
つ
多
彩
な
大
人
と
の
出

会
い
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

日
時
／
11
月
3
日
（
火
・
祝
）
に
開
催
予
定

場
所
／
東
北
学
院
大
学
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス

問
　
／
0
2
2ｰ

3
9
5ｰ

4
3
1
1

（
N
P
O
法
人
ハ
ー
ベ
ス
ト
）

http://www.heartbest.net/autum
n/

○
み
や
ぎ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

　

　 

業
種
・
職
種
別
企
業
説
明
会

　
み
や
ぎ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
で
は
、
若
年
求
職
者

（
44
歳
以
下
の
求
職
者
）
お
よ
び
2
0
1
6
年

3
月
卒
業
予
定
者
（
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
）
を
対
象
に
、
企
業
の
魅
力

を
発
信
し
、
若
い
人
材
を
求
め
る
地
元
企
業
と

若
年
求
職
者
の
出
会
い
の
場
を
つ
く
る
業
種
・

職
種
別
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
予
定
】

日
時
／
①
営
業
・
販
売
職 

９
月
7
日
（
月
）

②
Ｉ
Ｔ
関
連 

９
月
９
日
（
水
）

③
卸
商
関
連 

９
月
11
日
（
金
）

④
事
務
職 

９
月
14
日
（
月
）

⑤
介
護
・
福
祉
職 

９
月
17
日
（
木
）

⑥
食
品
関
連 

９
月
25
日
（
金
）

⑦
建
設
業
関
連 

10
月
６
日
（
火
）

⑧
サ
ー
ビ
ス
業 

10
月
９
日
（
金
）

13
時
～
16
時
　

場
所
／
仙
台
市
情
報
・
産
業
プ
ラ
ザ

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
２
）（
ア
エ
ル
６
階
）

問
　
／
0
2
2ｰ

2
1
7ｰ

3
4
6
2

（
み
や
ぎ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
【
み
や
ぎ
若
年
者
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
】）

担
当
／
楠
田

Ｅ
メ
ー
ル
　t.kusuda@

jc-21.co.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
0
2
2ｰ

2
6
4ｰ

4
5
2
2

ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！
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７
月
29
日
、
30
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
東
北
大
学
で
は

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
行
わ

れ
、工
学
部
の
あ
る
青
葉
山
キ
ャ

ン
パ
ス
に
も
多
く
の
高
校
生
た

ち
が
訪
れ
た
。
オ
ー
プ
ン
講
義

や
模
擬
授
業
な
ど
を
通
し
て
大

学
が
誇
る
最
先
端
の
研
究

に
触
れ
、
参
加
者
は
高
校

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
大

学
の
姿
に
興
味
を
ひ
か
れ

た
様
子
。
各
学
科
・
研
究

室
の
研
究
発
表
に
も
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
ま
た
工
学
部
を
目
指

す
女
子
学
生
の
た
め
の
ミ
ニ

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
工
学
に
か
け
る

私
の
夢
」
も
開
催
さ
れ
、
工
学

部
の
女
性
教
員
や
Ｏ
Ｇ
に
よ
る

講
演
と
、
工
学
部
各
学
科
の
女

子
学
生
に
よ
る
座
談
会
が
行
わ

れ
た
。
女
性
研
究
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
仕
事
と
家
庭
の
両

立
の
仕
方
の
紹
介
の
ほ
か
、
工

学
部
進
学
に
対
す
る
不
安
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
あ
り
、
工

学
に
興
味
の
あ
る
女
子
学
生
た

ち
も
大
学
生
活
へ
の
期
待
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
た
。

　
就
職
を
希
望
す
る
高
校
生
が

多
く
の
企
業
や
職
業
に
関
す
る
理

解
を
深
め
、
適
切
な
進
路
や
職
業

の
選
択
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
平
成
28
年
3

月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会
」
が
、

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。
宮
城

労
働
局
、
公
共
職
業
安
定
所
、
宮

城
県
、
仙
台
市
な
ど
が
主
催
。
仙

台
国
際
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
気

仙
沼
市
・
石
巻
市
・
大
崎
市
・
塩

釜
市
・
白
石
市
で
行
わ
れ
た
。

　
7
月
28
日
に
白
石
市
文
化
体

育
活
動
セ
ン
タ
ー
「
ホ
ワ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
」
で
開
催
さ
れ
た
企
業

説
明
会
で
は
、
企
業
44
社
、
高
校

生
3
3
4
人
が
参
加
。
参
加
者

が
希
望
す
る
ブ
ー
ス
に
移
動
す
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
25
分
間
の

説
明
会
を
4
回
行
い
、
生
徒
た
ち

は
、
企
業
担
当
者
の
説
明
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
た
。

　
こ
の
う
ち
古
川
工
業
株
式
会
社

の
担
当
者
は
、「
向
上
意
欲
を
持
っ

た
人
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
ん
じ

る
人
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
社
後
は
、
十
分

な
研
修
期
間
が
設

け
ら
れ
て
い
る
の

で
安
心
し
て
配
属

先
で
頑
張
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」
と

説
明
し
た
。

　
出
席
し
た
高
校
生
は
「
実
際
に

企
業
の
方
の
お
話
を
聞
け
る
と
い

う
こ
と
で
参
加
し
ま
し
た
。
自
社

製
品
の
説
明
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
し
て
い
た
だ
い
て
興
味
を
持
ち

ま
し
た
」「
同
年
代
も
た
く
さ
ん

参
加
し
て
い
る
の
で
刺
激
に
も
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

企
業
の
情
報
を
直
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会

高
校
生
の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会

工
学
部
の
研
究
に
触
れ
て
夢
が
広
が
っ
た

東
北
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

県南地域を中心とした 44 社が集まり、
活気にあふれる会場

工学女子の熱い思いを発表したミニ
フォーラム「工学にかける私の夢」

大学生が作った高性能ロボットに
ついて参加者の質問も飛び交う

身近なことに対するアドバイスも
あった工学女子による座談会

ブレーキの分解・組付など講師陣の熱い
指導の雰囲気を参加者は肌で感じていた

仙台高等技術専門校で開催された「機能・
構造」講座。実際のエンジンの分解・組
付を行った

自社について熱く語る参加企業の説明
に真剣に耳を傾ける高校生たち

　
自
動
車
産
業
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
次
代
の
自
動
車
づ

く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目

指
す
「
平
成
27
年
度
み
や
ぎ

カ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
人
材

育
成
セ
ン
タ
ー
研
修
」
が
実
施

さ
れ
た
。

　
研
修
は
同
セ
ン
タ
ー
運
営
会

議
が
主
催
。東
北
地
方
の
大
学・

高
専
・
専
門
学
校
な
ど
の
学
生

１
３
１
人
が
申
し
込
み
、
自
動

車
の
重
要
テ
ー
マ
全
般
の
知
識

や
電
子
制
御
・
Ｃ
Ａ
Ｅ
※

技
術

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
８
月
10
日
、
11
日
、
仙
台

高
等
技
術
専
門
校
で
開
催
さ
れ

た
「
機
能
・
構
造
」
講
座
で
は
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
機
能
・
構

造
を
学
び
、
エ
ン
ジ
ン・ブ
レ
ー

キ
・
変
速
機
の
分
解
・
組
付
な

ど
の
実
習
も
行
っ
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
本
格
的
な
施
設
で
実

習
で
き
、
と
て
も
有
意
義
で
し

た
」「
こ
の
研
修
で
さ
ら
に
興

味
を
持
っ
た
の
で
、
将
来
ぜ
ひ

自
動
車
産
業
に
就
職
し
た
い
で

す
」
と
い
う
感
想
が
あ
が
っ
た
。

　
８
月
18
日
に
仙
台
市
戦
災
復

興
記
念
館
で
行
わ
れ
た「
生
産・

開
発
」
講
座
で
は
自
動
車
産
業

概
論
や
Ｍ
Ｂ
Ｄ
（
モ
デ
ル
ベ
ー

ス
開
発
）
概
論
な
ど
の
自
動
車

の
生
産
・
開
発
に
関
す
る
共
通

分
野
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
共
通
分
野

で
身
に
付
け
た
基
礎
知
識
を
も

と
に
、
Ｃ
Ａ
Ｅ
に
よ
る
改
善
提

案
や
組
込
み
シ
ス
テ
ム
の
知
識

を
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら

学
ぶ
実
習
を
体
験
。
ト
ヨ
タ
自

動
車
東
日
本
で
の
工
場
見
学
や
、

自
動
車
関
連
企
業
と
の
交
流
が

で
き
る
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
13
日
間
に
わ
た
っ
て
総
合
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
し
た
。

　
研
修
の
事
務
局
担
当
者
は
、

「
2
0
0
7
年
か
ら
毎
年
実
施

さ
れ
、
過
去
の
参
加
者
の
約

15
％
が
自
動
車
関
連
の
企
業
に

就
職
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
る
。

※
Ｃ
Ａ
Ｅ
…Com

puter Aided Engineering

の
略
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
を
活
用
し

た
設
計
・
製
造
支
援
の
こ
と

次
代
の
自
動
車
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
を
目
指
し
て

平
成
27
年
度
み
や
ぎ
カ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
研
修

8 月18 日に仙台市戦災復興記念館で行われた開講式。その後「生産・開発」に関する
共通分野の講義が行われた

変速機の分解・組付の様子。本格的な施設での実習に参加者も興味津々



　マイスターが体験教室を通じて、子どもたちにも
のづくりの魅力を伝えます。
　応募は随時受け付けており
ますので、お気軽にお問い合
わせください。

ものづくり体験教室を
ご活用ください！

【畳  職 種】ミニ畳づくり　　　   【板金職種】銅板レリーフづくり
【表具職種】からくり蝶番づくり　【塗装職種】木製製品塗装体験

過去の実施例

小中学校の先生、教育委員会担当者の皆様へ 無料

も
の

づ
く

り
産

業
広

報
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広告

お問い合わせ・申込みは

オガーレ ACEはウェブサイトでも
ご覧いただけます

次号予告 オガーレ ACE Vol.7は､2015年12月10日発行予定です。

ものづくりマイスター制度

こんなことでお困りではありませんか？

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業

若者のものづくり離れ、技術離れが見られる中、技能労働者の地位の向上を図り、若者が進んで技能者を目指す環境を
整備するために、高度な技能を持つ「ものづくりマイスター」を派遣する制度。企業・業界団体、教育現場の声を

採り入れながら、広く若年技能者への技能・技術指導を行います。

ものづくりマイスター
制度の仕組み

宮城県
技能振興コーナー

●企業等の若年労働者
●業界団体の若年労働者
●教育訓練機関の生徒

●若年技能者の人材育成に
  係る相談・援助
●ものづくりマイスターの
  派遣コーディネート

ものづくり
マイスター

ものづくり
マイスター
データベース

学びの環境づくりから未来の人材育成へ

若年技能者の人材育成・技能継承をお考えの事業主・教育機関等の皆様へ

実技指導

認
定
・
登
録相

談

派遣依

頼

若い社員のスキルアップを図る
講習会を実施したい 社長

企業で…

就職に役立つ資格取得のため生徒に
実技経験を積ませたい先生

学校で…

まずは、宮城県技能振興コーナーまで
お問い合わせください。

申請用紙をお送りします。

Q 高校の授業内での指導は可能ですか？
A 可能です。まずは、お問い合わせください。

Q 謝金や材料費など事業にかかる費用は、自己負担
なのですか？

A マイスターの謝金と材料費はこちらで負担いたします。ただし、
材料費は受講者一人当たり 1 回 2,160 円（消費税込）が上限とな
ります。

※ご不明な点は宮城県技能振興コーナーにお尋ねください。

TEL 022-727-5380　FAX 022-727-5381

よくあるご質問

2015.9 06　Vol.

        仕事図鑑

建設業界

みやぎのあられ株式会社

石田 亮平さん

宮城インテリアコーディネーター倶楽部 

関口 和美さん
東北文化学園専門学校

増田 学身さん

ものづくりにかける4人

こんな人材が欲しい
こんな人材を育てている

あすを拓く

特集

い し  だ 　 りょう へ い

ま す だ  ま な  み

せ き ぐ ち  か ず  み

技の肖像
織元 千葉孝機業場

若柳地織

住まいづくりを
支える仕事

特集・業界の勉強

じ 　おり


